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序章　ソドムの地












　　　　１




　ヴァヴァヴァヴァヴァヴァヴァヴァヴァヴァッ！




　凄すさまじいスパークが雲くも間まで発生し、機体に直撃した。




　ドゴォォォォォォォォォォォン！




　機体は衝撃で火を吹き、そのまま墜つい落らくする。

　操そう縦じゆうはまるで利きかない。

「まただめだったか……」

　徳とく川がわ家いえ安やすは双眼鏡をのぞきながらつぶやいた。

　そばでリモコンの操作パネルを持っている王おう庸よう平へいも呆ぼう然ぜんと立ちつくしている。

　今度の機体には新たな絶縁処理をしたはずだった。

　だが、このテラツーの自然はそんなものもおかまいなしだ。

「やっかいなものだな、プラズマ電離層とは……」

　家安がタメ息をついた。

「空だけじゃないさ」

　背後から声をかけられ、家安と王は振り返った。

　ジョイ・ヒューリックがススで真っ黒になった顔をして、立っている。

「またなにかあったのか!?」

「地上走行中に車がドカ～ンさ」

「えっ!?」

「地下のプラズマ層の暴走で、いきなりプラズマの嵐が起こりやがった。オレはかすり傷だが、アレクのヤツが……」

　ジョイとともに付近の探たん索さくに出かけたアレクサンドル・キーシンは、プラズマの嵐に巻き込まれて、重傷であった。

　幸い、命には別状はない。

「なんて星だ、ここは……」

　王が愕がく然ぜんとつぶやいた。

　テラツーは漂着した六人が当初予想した以上にきびしい自然を持つ星であった。

　上空も、地下も強力なプラズマ層が存在し、金属片とわかると容よう赦しやなく攻撃を仕掛けてくる。

　それは移動にも作業にも重大な支障を来きたしていた。

「水と空気があるだけだ……。呪のろわれた土地だよ、ここは……」

　ジョイの言葉を、家安はただ聞くのみであった。




　　　　２




「マリオネットを労働手段として使う！」

　断だん固こたる表情でファウストが言った。

　横に立つヴィレイもうなずく。

　ファウスト、ヴィレイ、家安、王、ジョイは重傷のアレクサンドルのベッドの横に集まっていた。

　そこで飛び出したのが冒ぼう頭とうのファウストの言葉だった。

「反対だ！　マリオネットはそのために作られたものではない！　そんなことをしたらローレライだって悲しむ！」

　家安が思わず叫さけんだ。

　だが、ファウストも引かない。

「ローレライの意志はわかっている！　だがな、家安、考えてみろ！　この星にたどりついて一二年！　オレたちはまだこの星をほとんど開かい拓たくできていないんだぞ！」

「しかし……」

「労働力の不足！　そして、人間を受け入れないこの星の自然！　今はまずこれらをなんとかすることのほうが先決じゃないのか！」

　ファウストの言葉には説得力があった。

　一二年の歳月、彼らはただ無む為いに過ごしたわけではない。

　土地を開き、新たな文明を起こすことにあらゆる労苦を惜おしまなかった。

　が、その結果得られたものは皆かい無むに等しい。

　プラズマの猛もう威いがすべてを無に帰してしまうのだ。

「オレは二つのことを提案する」

　ファウストが二本の指を立てて、全員に示した。

「マリオネットを労働手段として使うこと。そして、もう一つはクローン技術の解放だ」

　全員の目がファウストに注がれる。

　その二つは、今まではタブーであるはずの事柄だった。

　だが、その二つこそが、この事態を打開する唯ゆい一いつの方法にも思えた。

「待ってくれ！」

　それでも家安は言わずにはいられなかった。

「安易に人口を増ふやすクローン技術を封ふう印いんしたのも、ローレライがマリオネットを作ったのも、すべてはあの地球と同じ生活をするためじゃなかったのか！　女性の復活！　それはみんなも同意したはずだ！」

「…………」

　全員、黙って家安の言葉を聞いている。

　家安の気持ちはだれもが痛いほどわかった。

「今ここでそれをやめたら、この一二年間の苦労が水の泡になるぞ！」

「だがな、このままではどっちにしろ、オレたちは滅めつ亡ぼうだよ、家安」

　ファウストが淡々と言った。

　家安はじっとファウストの目を見た。

　それは覚さめた、あきらめの目ではない。なんとか生きようとする必死の意志があった。

「…………」

　家安はなにも言わずに他の者を見た。

　ジョイも、王も、ヴィレイも、ベッドで顔だけこちらに向けているアレクも、全員の目が家安に語っていた。

　生き延びよう、と。

「……わかった。マリオネットの乙女回路は封印しよう。マリオネットは労働力に……。そして、クローン技術の使用を……」

　家安はそれだけ言うと部屋を出ていった。

　後に残った五人はだれもなにも言わなかった。




　　　　３




〝箱船〟の中に家安はいた。

　彼らをこの星にたどりつかせた移民船メソポタミア──通称〝箱船〟。

　今は巨大な瓦が礫れきの殻と化している。

　その最深部の動力炉に近い、ある部屋に家安はいた。

　驚いたことにその部屋は生きていた。




　ピシィィィン……




　周囲のコンソールに光が走り、ボウッと立体映像を空間に浮かび上がらせる。

　それは少女の幻影だ。

「ローレライ……」

　家安が言った。

　幻影の少女は、ニッコリ笑う。

「すまない……。マリオネットは労働力として使われることになった。乙女回路は封印される……。キミの計画は中断されてしまったよ……」

　ガックリと肩を落とす家安に少女は近づいていく。

　映像が家安と重なると、家安は温もりを感じていた。

　ローレライは家安をなぐさめようとしたのだ。

「ローレライ……」

〈家安……気になさらないで。この星の歴史はまだ始まったばかり……〉

「…………」

〈待ちましょう……。この星に女性が復活する環境が整うまで……〉

　ふたたびローレライがニッコリ笑った。

　なぜか、家安のほうは涙が止まらなかった。




　テラツー暦一二年。

　未いまだ、テラツーは人間をその体内に認めようとはしなかった。
















第一章　天下無敵の大勝利！……と思ったら












　　　　１




「オ・タ・ルッ！　オ・タ・ルッ！　オ・タ・ルッ！　オ・タ・ルッ！　オ・タ・ルッ！　オ・タ・ルッ！　オ・タ・ルッ！　オ・タ・ルッ！　オ・タ・ルッ！　オ・タ・ルッ！」

「英雄、小お樽たる殿どの、バンザ～イ！」

「小樽様、ステキ～～～～～～ッ！」

「よっ、世直し大明神、小樽殿！」




　沿道を埋め尽くした数万の群衆が歓呼の声をあげる。

　ジャポネスは戦勝パレードで大騒ぎだった。

　パレードの主役は、もちろん小樽だ。

　あたかも大名行列を思わせる行列の真ん中で、小樽は馬上に位置していた。

　超重装備の鎧よろい兜かぶとを着せられて。




「どうでぇ、あのお姿を見ろや！　てぇしたもんじゃねえか！　小樽様々よっ！」

「オラっちが聞いたところによると、小樽様はわずか数人の従者を連れただけでゲルマニアに乗り込んだそうだ！」

「ゲルマニアについてからが、こらまたスゴイ！　迫り来るゲルマニアのセイバーたちをバッタバッタと刀一本で斬きり倒し……」

「あー、あー、オイラも聞いた！　ゲルマニアの軍務省の前で、正々堂々名乗りをあげたってよ！　『やーやー、我こそはジャポネスが住人、間ま宮みや筑ちく前ぜんの守かみ小樽なるぞ！　いざ、尋常に勝負』とくらぁ！」

「そいでもって一人で中央コンピュータ室に突入し、見事ドッカ～ン！　ご自身は傷一つ負っていらっしゃらねえ！　こいつはもはや神サンの生まれ変わりとしか思えねえぜ！」

「もったいねぇ、もったいねぇ！　なんまんだぶ、なんまんだぶ」




　いやはや、噂うわさ好きのジャポネスッ子ときたら、一を万にも億にもする。

　尾ひれに尾ひれがついて、ついでに背びれまでついて、小樽の功績はグングン大きくなっていった。

　まさか、小樽が〝キス〟で勝ったとは思いもよらない民衆であった。




　さて、このとき肝かん心じんの噂の主はどうしていたか？

　一世一代の晴れの舞台に、感涙にむせっていたかというとそうではない。

「お、重い……」

　鎧の重さに耐えかねて、いいかげん音ねをあげていたところだった。

　なんせこの鎧、三〇キロはある。

　こんなもの、実際使われていたかどうかは疑わしい。

　小樽の横に、後ろを歩いていた花はな形がたがススッと近づいてきて小声で言った。

「小樽クン、みんな見てるよ。ほら、笑って笑って、手を振って」

「あ、あのなぁ……これ着てるだけでつらいんだぞ。手なんか振ったら馬から落っこちまうわい！」

「シーッ……声が大きい。しかし、小樽クン、そうは言っても立りつ派ぱだよ。ジャポネスを救った英雄・小樽と、その恋人の花形……」

「だれが恋人じゃい！」

「う～ん、小樽クン！　ボクたちは永遠にこのジャポネス史に残る存在になったんだよ！」

　花形が恍こう惚こつとした表情になって、自分だけの世界に入ろうかとしたときだった。
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「ちょい待ち！」

　背後から鋭い声が飛ぶ。

　声を出して、怖い顔で花形をにらんでいたのはブラッドベリーだった。

　さらにはライムとチェリーももちろんいる。

　ブラッドベリーはパレードの最中にもかかわらず、花形の襟えり首くびをつかみ上げて言った。

「小樽と歴史に残る存在になるのはあたしだよ！　訂正しな！」

　ライムも横から、

「違うよ、ボクだよ！　ボクが小樽のこと一番好きだもん」

　チェリーだって、

「私です、マスター。ね、マスターならわかってくださいますわよね」

　が、花形も負けてはいない。

「え～い、放せ、機械ども！　おまえらのような機械が英雄・小樽クンと並ぶことなどおこがましい！　身分を考えろ！」

「他の二人はいざ知らず、あたしこそ小樽にふさわしいよ！　ね、小樽……小樽はあたしのこの胸が好きだろ」

　ブラッドベリーがユサユサと胸を揺らしながら色っぽい目つきで小樽を見た。

　が、小樽よりも早くそれに反応したのはチェリーだ。

「ちょっと、ブラッドベリー！　それは聞き捨てならないわね！　マスターにふさわしいのはこの私です！　なんども言うようだけどマスターには知的で清純な女の子が……」

　チェリーの言葉が終わるか終わらないうちにライムも割って入ってくる。

「ね、ね、ね、ね、ね、ね！　小樽はボクのことが一番好きだよね！　ボクは小樽のことが一番好きだよ！」

「え～い、離れろ、機械ども！」

　いきなり勃ぼつ発ぱつした、花形、ブラッドベリー、チェリー、ライムの愛のさやあては、パレードを完全に中断させてしまった。

　が、最初はあっけにとられていた民衆も、口論が激しくなり、ついにはつかみ合いのケンカに発展したときには、完全にヤジ馬の集団と化していた。




「やれ、やれーっ！」

「英雄、色を好む……いいねぇ」

「しかし、小樽様はマリオネットをも愛の虜とりこにしてしまうんだねぇ」

「どうでもいいが、あのマリオネットたち、なんか見てるだけでドキドキしねぇかい」




　ケンカも気になった小樽だが、それよりも人々のライムたちに対する視線が小樽の関心をとらえていた。

　普通のマリオネットを見るよりもずっと視線が熱いのだ。

　中には、色っぽいブラッドベリーなどを見て鼻血を出したり、ゴクリとツバを飲み込む者までいる。

（ライムたちは普段マリオネットにまるで興味がない人間たちまでなにかを感じさせてる……やっぱり〝乙女回路〟を持ったマリオネットって……）

　ライムたちが人々の心に失われた〝女〟を記憶の底に呼び起こしているのは想像に難かたくない。

　そして、小樽はそれがなにか意味があるとしか思えなかった。

（ライムたちの存在理由……ライムたちにはなにか使命があるんじゃないか……!?）

　小樽の心に、前に家いえ安やすに言われた一言が響いた。




『小樽、おまえは選ばれたのじゃ……』




（〝選ばれた〟……なんのことだろう）

　そのときだ。

「くそっ、頭きた！　本気でやってやるっ！」

「私だって頭きましたわ！」

「ボクだって怒ったぞ、プンプン！」

「うのぉれっ、機械ども！　この花形美み剣つるぎが成せい敗ばいしてくれるっ！」

　小競ぜり合いだったのが、堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたのか、四人が四人とも本気になっていた。

「こりゃいかん」

　小樽は重い鎧を必死に支えて馬から下りると、四人の間に割って入ろうとする。

「おい、やめろってば！」

　が、タイミングいいというか、悪いというか……。




　ドカッ！




「うがぁぁぁぁぁっ！」

　四人の拳こぶしがまともに小樽の頭を四方からとらえていた。

「小樽！」

「マスター！」

「小樽ぅ！」

「うぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　生身の花形だけは兜に拳をぶつけて悶もん絶ぜつするが、残りの三人のマリオネットたちのパンチはまともに兜を貫つらぬいている。




　バリン……！




「あがががが……」

　兜が弾はじけ飛び、小樽は往来に大の字にひっくり返ったのだった。




　　　　２




　カツカツカツカツカツ……




　床を踏みならす軍ぐん靴かの音が響きわたる。

　規則正しく、寸分の狂いもない。

　軍靴の主の几き帳ちよう面めんさを正確に表していた。

　そこに不規則な足音が混ざる。

　それも三つ。




　カツカツカツ……カッカッ……

　カッカッカッカッ……カッカッカッ……

　カツカッカッカッ……カッ……




「お待ちください、ファウスト様！」

「ファウスト様！」

「お願いでございます！」

　慌あわてた様子の三つの軍靴の主たちが声を発した。

　ティーゲル、パンター、ルクスの三体の──いや、この際、三人というべきか──三人のマリオネットであった。

「ファウスト様！」

　前を行くゲルマニア総そう統とうファウストは一言も声を発しない。

　その冷徹な瞳ひとみに三人のマリオネットを映す意思を、彼は持ちえなかった。




　カツカツカツカツ……




「ファウスト様」

　思いあまった様子で、ティーゲルがファウストの前に出た。

　進路を邪じや魔まされ、初めてファウストの足が止まる。

　冷ややかな視線がティーゲルをとらえた。

　その瞬間、ティーゲルは甘かん美びな想おもいにとらわれていた。

　自分はおそらく叱しつ責せきされるだろう。

　いや、されなければならない。

　ファウスト様の行動を妨さまたげるという畏おそれ多い行為をしてしまったのだから。

　それによりファウスト様の責めを負う資格を得た。

　あの愛いとしい方に自分は今から思いっきりなぶられるのだ──と。

　ファウストの手ではたかれる自分を想像して、ティーゲルは愛の奴ど隷れいとしての快感にうち震えた。

　だが、ティーゲルの甘い期待は見事に打ち砕かれることになる。




　ドンッ！




　ファウストはティーゲルを軽く突き飛ばしたまま、ふたたび歩き出した。




　カツカツカツカツカツ……




　呆ぼう然ぜんとした面おも持ちでティーゲルが、さらに後ろから来たパンターとルクスが悲痛な声で叫んだ。

「ファウスト様！」




　カツ……




　ファウストが足を止め、ゆっくりと振り向いた。

　初めてファウストが自分の意志で三人のマリオネットを見た。

　マリオネットたちの顔に安あん堵どの表情が浮かぶ。

　しかし、それも一瞬だった。

「知らぬな、おまえたちなど」

　眉まゆ一つ動かさず、ファウストはつぶやくように言った。

　ファウストから辱はずかしめられ、責めを受けることを至し上じようの快楽とする奴隷たちにとって、これほどの衝撃はなかった。

　精神を奈な落らくの底に突き落とされ、彼女たちは茫ぼう然ぜん自じ失しつに陥おちいった。

　彼女たちはたった今、主人によって捨てられたのだ。




　カツカツカツカツカツ……




　ファウストの靴音が遠のいていく。

　が、マリオネットたちは動けなかった。

　やがて、完全にファウストの靴音が消えたとき、ようやくパンターが動いた。

「ルクス、貴き様さまが！」

　パンターがルクスの首をつかみ、そのまま一気に壁に叩たたきつけた。




　ドガァァァァァァッ！




　ルクスは身体からだごと壁にのめり込む。

「貴様のせいで！　貴様のせいで！」




　ガッ！　ガッ！　ガッ！　ガッ！




　パンターは泣きながらルクスの顔を殴なぐりつけていた。

「貴様のせいでファウスト様が……！」

　ルクスは抵抗しようとしない。

「貴様のせいであたしたちはファウスト様に捨てられたんだ！」




　ドゴォォォォォォォォォォォォッ！




　パンターの渾こん身しんの一撃が決まり、パンターごとルクスの身体は壁を突き破って、さらにその向こうの部屋の壁を破壊してようやく止まった。

「ハァハァハァハァ……」

　疲れを感じないマリオネットであるパンターが大きく肩で息をしていた。

　感情が──巨大な悲しみがパンターの運動回路を大きく狂わしていたのだ。これもまた〝乙女回路〟のなせる業わざであった。

　やられっ放しのルクスのほうも〝乙女回路〟を持つマリオネットでしか聞けない言葉を口に出した。

「パンター……お願い、私を殺して」

「ルクス……!?」

「ファウスト様に見捨てられ、さらに生きていたいと思わない……。私を破壊して、パンター！」

「ルクス……」

　自みずから死を選ぶ──機械である彼女たちにそんな思いを抱いだかせる〝乙女回路〟。それは凄すさまじく業ごうの深い存在であるのかもしれなかった。

「もうやめろ、パンター、ルクス」
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　いつの間にか、二人の後ろにティーゲルが来ていた。

「ティーゲル……私は……」

　言葉が続かないルクスに代わり、パンターがいきり立って叫んだ。

「どうすればいいんだよ、ティーゲル、あたしらは！」

「パンター……」

「あたしは……あたしはもう一度ファウスト様に愛されたい！　あの方のムチを身体に受け、あの方の侮ぶ蔑べつの言葉を聞き、あの方の所有物であることを実感したい！　あの身がとろけるような快楽に浸りたいんだっ！」

「……できる」

「えっ!?」

　ティーゲルの言葉に、パンターが、さらにはルクスが顔をあげた。

「できるのか、そんなことが!?」

「ホントに……？」

「できる！」

　確信込めて、ティーゲルは力強く言った。

「失点は取り戻せばいい！　あの方を失望させた以上に、あの方に喜んでいただくことができれば、あたしたちはあの方のもとに戻れる！」

「それは……!?」

「ジャポネスをあたしたち三人だけで陥おとすことだ！」

　決意の表情でティーゲルが叫んだ。




　　　　３




　ようやくパレードも終わり、小樽たちはジャポネス城にたどりついていた。

「あー、まだ頭がガンガンする」

　自室へ向かう間、小樽がブルブル頭を振っている。

　いきなりスッと手が伸びて、小樽の頭を引っ張った。




　ムギュッ……




「いっ!?」

　ぷよぷよの感触。

　そう、これはオッパイだ。

「小樽、ごめんな。ほら、ここで頭、マッサージしてやるよ。ほらほら」

　ブラッドベリーが小樽の頭を自分のはちきれそうな胸に押しつけているのだ。

　突然の大胆な行為だが、さすがに小樽もなにも言わない。

　ついついダラ～ンと鼻の下が伸びてしまう。

「ほら、小樽、気持ちいいだろ」

「う、うん」

「もっともっといいことしてやろうか。二人っきりで……」

　ブラッドベリーが小樽の耳にフッと息を吹きかけた。

「うっ……！」

　思わずカーッと頭に血が上のぼる小樽だが──

「ブラッドベリー、マスターを誘惑しないで！」

　横からチェリーの手が伸びて、ブラッドベリーから小樽をひっぱがす。

　ハンッと鼻を鳴らしてブラッドベリーがニヤニヤ笑いながら言った。

「くやしかったらやってみたら、お嬢ちゃん。もっとも、そのエグレ胸でできたらだけど、ね！」

（ムッカァ！）

　チェリーは勢い込んで叫んだ。

「私だって、そのくらい！　マ、マスター！」

　だが、小樽のほうを向いたチェリーはアゴをガクッ！

　なんとライムがちゃっかり小樽の手をとって自分の胸に押しつけていたのだ。

「小樽、ボク、小樽だったら恥ずかしくないよ。小樽、ほら、さわって、さわって」

「あ、いや、その……」

　なすがままになっている小樽だが、顔は満まん更ざらでもない。

「あ～ん、マスター、ひどい……」

「いや、ひどいって言われても……」

「私だって！」

　ついにはチェリーまで小樽の手をとって自分の胸に押し当てる。

「マスター、小さいですけど……これみんなマスターのものです……」

「う、うん……」

　恥じらいながら必死に言うチェリーを見て、小樽は思わずほんわかとした気持ちになっていた。

（かわいい……）

　その様子を見て、今度はブラッドベリーがムッとしたように小樽を引っ張る。




　ムギュッ！




「小樽、でかいほうがいいだろ！」

　ライムもチェリーも負けてはいない。




　ピトッ……ムニッ……




「小樽、形ならボクだっていいもん！」

「マスター、小さくたって良さがありますよね」

「あ、う、うん……」

　小樽は涙を流しながら思っていた。

（生きていてよかった……）

　しかし、小樽の至し福ふくのときは長くは続かなかった。




　ドドドドドドドドドドドドドドド……




「小樽クン！　胸は人間のナマモノに限るよ！　キミのホームグラウンドはここだーっ！」

　花形が突進してきたかと思うと、いきなり服を脱いで、あらわになった胸に小樽の顔を押しつけた。

（ぐぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……）

　声にならない悲ひ鳴めいが小樽から響く。

　まさに天国から地獄。




　ドカッ、ドカッ、ドカッ……




「ぐわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……」

　真っ白になり床にへたり込んだ小樽の横で、三人のマリオネットによって花形はボコボコに蹴けられていた。

「なにをやっとるんじゃ、まったく……」

　花形がほとんどズタボロのぞうきんと化したころ、大おお江え久く保ぼ彦ひこ左ざ衛え門もんが現れて呆あきれたようにつぶやいた。

「あ、彦左さん」

「小樽殿」

　彦左衛門は小樽の前に立つと深々と頭を下げる。

「なにはともあれ、こたびはありがとうございました」

「調子こいて行っちまっただけだからさぁ。別に大したことしたわけじゃねえさ」

「いやいや、大したことでござるよ。将軍様もお喜びであった」

「えっ!?」

　小樽は怪け訝げんな表情で彦左衛門を見た。

　彦左衛門は今、確かに〝将軍様もお喜び……〟と言ったのだ。

「彦左さん!?」

「将軍様がお目覚めになられたのだ。そして、小樽殿……おぬしに会いたがっておられる」

「…………」

　小樽は大きくうなずいていた。




　　　　４




　ジャポネスという都市は究極の一極集中都市といってよい。

　商家や、長屋などの民家以外の政治や軍事の施設はすべて都市の中心にある城の中にあるのだ。

　防衛的な意味もある。

　都市の城壁を突破されても、堀を持つ城でもう一防ぎというわけだ。

　もっとも、それがあまり意味をなさないことは、前回の〝赤毛〟たちの侵攻ではっきりわかってしまっていたが。

　計画がそのとおりにいかないのは世の常である。

　まあ、他よりも城の防備が強化されていたのは事実だった。

　その中でも特に重点を置かれたのは地下だ。

　テラツーは断層惑星。

　各都市の地下は巨大な空間と無数に張り巡らされた道がある。

　この巨大迷路ダンジヨンからの侵入を防げるかどうかが都市の防衛力を決定するといっても過言ではない。

　事実、小樽たちがゲルマニアに侵入するときも地下を使ったではないか。

　現在、先の〝赤毛〟の侵攻で、ジャポネスの地下はグッと手薄になっていた。

　このため、防衛力強化のために、ジャポネス首脳部は未だ試作段階ともいうべき新セイバーの配備を強行していた。〝赤毛〟の侵攻のときすら出さなかった秘中の秘であるプロトタイプ一〇〇体を。

　その名は『橘きつ花か』。

　桜おう花かの発展型で、パワー、運動性能ともにざっと三、四倍を誇り、各都市の主力セイバーとしては初めて〝赤毛〟──『クリーガァⅡ』と互ご角かく以上の戦いができると期待されていた。

　桜花をさらにグラマーに、さらに色っぽくしたようなスタイルで、柄えの両端に刃を持つダブルナギナタを標準装備している。

　すでに城にある軍需工場では侵攻開始直後から桜花に代わって量産が開始されていた。

　だが、その橘花ですら、愛に燃える三体のマリオネットを止めることはできなかった。




　ドゴォォォォォォォォォォォォォォン！




　巨大な岩が粉々に打ち砕かれる。

　その衝撃は岩の背後にいた一体の橘花すらも巻き込んだ。




　ガシャン！　ガシャ……




　その橘花はボディに大穴をあけて斃たおれていた。

　数メートルの厚さの岩を貫き、その後ろにいるセイバーをも破壊する──こんな芸当ができるのは彼女らしかいない。

　そう、セクサドールズだ。

　破壊した橘花を踏みつけながら、パンターが吐き捨てるように言った。

「ちぃ、鬱うつ陶とうしいヤツラだぜ！」




　ヒュンヒュンヒュンヒュンヒュン！




　パンターに向かって、さらに二体の橘花がダブルナギナタを扇風機のように頭上で回転させ迫ってくる。

　それに巻き込まれたら、パンターといえども無事にはすまないはずだ。

「けっ！」

　だが、パンターは無む造ぞう作さに橘花に向かって足を踏み出した。




　ガシィィィィィィィィィィン！




　ナギナタは両サイドからまともにパンターめがけて入り込んだ。

　だが、なんということだ！

　ナギナタの刃はパンターのクロスさせた両手の、それぞれの指の間に挟はさみ込まれ、止められていた。

　指だけでの真剣白刃取り。

　かつて存在した、どんな剣聖をも上回る技量──

「一〇年早いんだよっ！」




　ベキッ！

　グシャッ！




　パンターはそのままナギナタの刃をへし折ると、橘花の顔を握り潰つぶした。

「すんだか、パンター」

　背後から声が聞こえ、ティーゲル、そしてルクスが現れた。

　二人の通ってきた道にも斃れた橘花の残ざん骸がいが転がっている。

　最新鋭のセイバー一〇〇体がすべて破壊されるまで一〇分もかかっていない。

　恐るべき力──そして、ファウストの寵ちよう愛あいを取り戻すという執しゆう念ねんであった。

　パンターがティーゲルに言った。

「どうする!?　このまま地下から侵入するか？」

「侵入？　そんなことはしないさ……」

　ティーゲルは意味ありげに微笑ほほえむと、怪け訝げんな表情の二人を促して、さらに奥へと進んでいった。




　　　　５




「小樽、よう来たのう……」

　小樽の目の前にはやつれ切った将軍・家安の姿があった。

　未いまだ寝たきりの状態で、身体中に何本もの管がつながっている。

　だが、目には強い意志の力が見られ、家安が順調に回復していることを表していた。

「将軍様……」

「彦左、下がっておれ」

「はっ」

　彦左衛門が礼をして部屋から退出する。

　その間、寝床の横に、小樽、ライム、チェリー、ブラッドベリー、花形の順番で座すわり込んだ。

　心配そうな小樽の表情を見て、家安はフッと口くち許もとに笑みを浮かべた。

「これ！　そんな顔をするな。わしはまだ生きておるぞ」

「あ、当たり前じゃないスか！　縁えん起ぎでもないことを言わないでくださいよ」

「ハハハ……人の生死などどう転ぶかわかったもんではないからのう」

「将軍様！」

「それでな、わしがまだちゃんと物を話せるうちにおぬしに話しておかねばならんことがあるのじゃ」

「将軍様……？」

　家安はわずかに首を動かして、小樽、ライム、チェリー、ブラッドベリーを順番にやさしげな目で見つめた。

「……？」

　やがて、わずかな沈黙の後、家安は口を開いた。

「小樽……おまえとそこの三人のセイバーマリオネットに、このテラツーすべての人間の希望が込められておる」

「へっ？」

「テラツーすべての人間たちの夢……それは……」

「…………」

「女性復活じゃ！」

「あっ……！」

　小樽は思わず声をあげた。

　女性復活──

　それは実現不可能な夢として遥はるか昔に葬ほうむり去られたものではなかったのか!?

　家安は話を続けた。

「男がいて、女がいて、人間は初めてその真の姿を取り戻す。男しかいない現在の社会は異常じゃ。精神を、社会を、それは緩かん慢まんに緩慢に蝕むしばんでおる。いい例がファウストじゃ。力だけを信しん奉ぼうする人間をこの社会は数多く作り出す。やがては、彼らのような者の手によってこの世界は滅亡するじゃろう」

「…………」

「マリオネットがなぜかつての女性の姿をしておるかわかるか？」

「いえ」

「男だけの社会に対する緩かん衝しよう剤ざいになるだろう──マリオネットを作り出したドクター・ローレライはそう考えたのじゃよ」

「ドクター・ローレライ？」

「かつて、このテラツーに移民船が漂着したとき、ただ一人生き残った女じゃよ」

「ええっ!?」

　ただ一人生き残った女──女性が生き残っていたなんて──

　衝撃が小樽の頭を支配した。

「このことはわしを含めた六人の国家元首しか知らぬ……この世界の最高機密じゃ」

「それをなんでオレに……？」

「それはな、おぬしがドクター・ローレライによって選ばれた男じゃからじゃよ。おぬしはもう何度もドクター・ローレライと出で逢あっておるはずじゃ」

「えっ!?」

　家安の言葉に、小樽は愕がく然ぜんと顔を上げた。

「オレが逢っている……？」

　小樽は記憶の箱をひっくり返し、中をのぞき込んだ。

　思い当たる女性という存在はただ一つしかない。

「あの歴史資料館の肖しよう像ぞう画が！」

　小樽の脳裏にジャポネス歴史資料館にかかっていた少女の肖像画が広がっていた。

　小樽に女という存在を知らせ、マリオネット・コンプレックスの原因となり、ライムと出逢うきっかけを作り出したその『少女』──

「そうじゃ」

　家安が静かにうなずいた。

「あの絵こそ、ドクター・ローレライを描いたものじゃよ」

「ローレライ……」

　ほう、っと小樽が肖像画のローレライに思いをはせたときだ。




　ギュッ！




「いてぇ！」

　おしりを思いっきりつねられ、小樽は跳とび上がった。

　つねったのは隣となりにいたライムだ。

「な、なんだよ！」

　見れば、ライムがぷうっとふくれっ面つらで小樽のほうを見ている。

　いや、ふくれているのはライムだけではない。

　チェリーも、ブラッドベリーも、花形まで。

　そこにあるのは、『嫉しつ妬と』という二文字だ。

「小樽、ボクよりも別の女の人を好きになっちゃだめっ！」

「いっ!?」

「マスターは今、恋する男の顔だったわ！」

「ええっ!?」

「そんな死んじまった女なんかなにもやらせちゃくれねえよ！　オッパイもなにもかも豪華なあたしにしときな、小樽！」

「あ、あの……」

「お、小樽クン！　ボクは悲しいぞ！　あ～、涙で前が見えないっ！　機械だけじゃなく、今度は絵に欲情するなんて！」

「いいかげんにしろっ！」

　いきり立つ小樽に、家安が笑いながら話しかけた。

「ホッホッホッ……小樽、モテるのう」

「将軍様まで！」

　ふたたび家安は真剣な表情で話し始めた。

「ともかく、小樽。ドクター・ローレライはマリオネットを作り出し、そして最後に〝乙女回路〟を作ったのじゃ。じゃが、〝乙女回路〟をとりつけたマリオネットたちは、ローレライ自身の手によって封じられた。なぜかはわからぬ。そしてローレライはこんな言葉を残しておる──『やがて彼女たちに選ばれた男が女性を復活させるでしょう』と」

「〝乙女回路〟をとりつけたマリオネットはライムたち。そいでもって、その選ばれた男っていうのがオレ……？」

「そうじゃよ」

「でも、将軍様、オレ、なにすりゃいいんだい？　なんにもわかりゃしねえし、わかったところで、オレはなんにもできないよ！」

「確かにおぬし一人ではなにもできんじゃろう。じゃが、おぬしにはその三人がおるではないか」

　家安にそう言われ、小樽はあらためてライム、チェリー、ブラッドベリーの三人を見た。

　三人はにこやかな笑顔で小樽を見ている。

〝まかせてくれ〟──とでも言いたげだ。

　一番向こうで花形が、〝ボクもボクも〟とリアクションしていたが、これは敢あえて無視した。

「その三人がすべての道を知っておるはずじゃ」

「えっ？」

「三人の記憶回路の……」

　家安がそこまで言ったときだ。

「将軍様！」

　叫び声が聞こえ、焦あせった表情の彦左衛門が飛び込んできた。

「なんじゃ、彦左、落ち着け」

「将軍様、地下に不ふ穏おんな動きが！」

「なにっ!?」

　そのときだ。




　どががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががッ！




「うわーっ！」

「きゃあっ！」

「なんだっ！」

「のわぁぁぁぁぁっ！」

　凄すさまじい衝撃音とともに、いきなり床が斜めになり、その場にいた者たちが全員バランスを崩してゴロゴロと転がった。

「なにが起こったんだ!?」

　さらなる振動が周囲を襲う。




　ずがががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががッ！




「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　ジャポネス城は大きく傾き、ゆっくりとまるでスローモーションで見ているかのように大地へと倒れていったのだった。
















第二章　ジャポネス城の死闘
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　ドゴォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォン！




　轟ごう音おんとともにジャポネス城の壮そう麗れいな天てん守しゆ閣かくは横倒しになった。

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「わーっ！」

「きゃあ！」

　もうもうと砂すな煙けむりがまき起こり、一いつ瞬しゆん視界を覆おおう。

　轟音に飛び出した町人は、砂煙の消えた後、我が目を疑うたがった。

「お、おい、オレっちは夢を見てんのか!?　お城が消えちまったぜ！」

「じ、地じ震しんか!?」

「なにが起こったってんだ？」

「おう、行ってみるぜ！」

「がってんだ！」

　物もの見み高い町人たちは我われ先さきにとお城のまわりに駆かけつけ、ワイワイと大おお騒さわぎになっていた。




　大騒ぎなのは城の中も同じ……いや、もっとひどい。

　悲ひ鳴めいと怒ど号ごうが飛び交かい、ようやくなにが起こったか理解した者たちも、まずなにをすればいいのかまでは頭が回らない。

　そして、人々がその混こん乱らんから立ち直らないうちに次なる衝しよう撃げきが訪れた！




　ガゴォォォォォォォォォォォォン！




「きゃぁぁぁぁっ！」

「うわぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　床……いや、いまや壁かべとなってしまっているが、そこを突き破り、三つの悪意の塊かたまりが飛び込んできた。

「おら、おら、おら、おらっ！」

「どけよっ！　邪じや魔まするヤツは死ぬぜっ！」

「フフフフ……」

　黒い軍服姿の美女たち──セクサドールズだ。




　ガゴォォォォォォォォォォォォン！

　ガゴォォォォォォォォォォッ！

　ドガァァァァァァァァァァァァァァッ！




　セクサドールズは床を次々にぶち破り、最上階を目め指ざす。

　狙ねらうは家いえ安やすの首ただ一つ。

「それにしても城ごとぶち倒すとは考えたぜ、ティーゲル」

　走りながらパンターが言った。

「フ……」

　ティーゲルは微笑ほほえむだけだ。

　セクサドールたちはジャポネス城の天守を支えていた直径一〇メートルはある支し柱ちゆうを叩たたき折おったのだ。

　常じよう識しきはずれた恐るべきパワー──

　ティーゲルに代わりルクスが冷静な声で言った。

「ジャポネスの主要な設せつ備び・施し設せつはすべてこのジャポネス城の天守閣にあったはず。城が倒れたことにより、それらが今までどおり機能することは不可能……あとは家安の首さえとれば、ジャポネスは国家として体たいをなさない」

　ティーゲルとパンターが大きくうなずいた。

「家安を消し、その首をファウスト様のもとへ！」

「おうっ！」

　愛に飢うえた破は壊かい者しやたちは、ひたすら目的に向かって邁まい進しんしていった。




　　　　２




「いたたた……いったいなんだってんだ!?」

　頭を押さえながら、ようやく小お樽たるが顔を上げた。

　幸いなことにかすり傷一つ負っていない。

　柔やわらかなクッションが小樽の身体からだを保ほ護ごしたのだ。

「いっ？　柔らかなクッション……!?」

　小樽は自分の頭を保護したものに触ふれた。




　ぷよぷよ……




「！」

　確かに柔らかなクッションだ。

　こんなもの、この場所には一つしかない。

「小樽、大だい丈じよう夫ぶかい？」

　案あんの定じよう、その柔らかなクッションの持ち主は色っぽく微笑ほほえみながら、小樽をじっと見た。

「ブラッドベリー！」

「あたしの胸、やっぱり便利だろ。こういうふうに、災害時には小樽の身体を守るクッションになるのさ」

「う、うん」

「ね、だから小樽、あたしにしときなって」

「な、なにが!?」

「このイケズ……あんたのつれあいだよ」

「つ、つれあい!?」

「これからもずっと守ってやるから……」

「あ……」

　今までにないやさしい瞳ひとみをされて、小樽の胸がキュンと高まった。

　ブラッドベリーのような女性（？）に言うのも少し表現違いかな、という思いもわずかにあったが、そんなものまるで障しよう害がいにならず、小樽の口からは、素直にその感想が飛び出していた。

「かわいい……」

　そう、そのときのブラッドベリーを、小樽は心の奥底からかわいいと感じたのだ。

　が──

「いいかげんにしなさいよ。ブラッドベリー！」

　いわゆる〝ふたりだけの世界〟はチェリーの怒いかりの声によって破られた。

　声はブラッドベリーのさらに下から聞こえてくる。

「えっ？」

　よく見れば、ブラッドベリーはチェリーとライムを下した敷じきにしていた。

「マスターの衝しよう撃げきをやわらげたのは、あなた一人の力じゃないんですからね、ブラッドベリー！」

「ボクだってがんばったんだゾ！　プンスカ」

「はいはい、裏うら方かたさんたちは黙だまった、黙った」

「なによォ！」

「ブーブー！」

　三人が恒例のケンカを始めたことで、小樽はようやく、なにが起こったかを考える時間を得た。

「……そうだ、将軍様!?」

　もっとも大たい切せつなことを思い出してあたりを見回す。

「あっ！」

　少し離はなれた所に家安は倒れていた。

　寝床からは完全に飛び出し、治療のための機械もすべてとれてしまっていたが、とりあえずは無ぶ事じらしかった。

「将軍様！」

「小樽か……」

　家安が気づいたように声を出した。

　家安が無事だったのは、貴とうとい犠ぎ牲せいがあったからだ。

　家安の下で、つぶれたカエルのように花はな形がたがペシャンコになっていた。

「花形でも役に立つことがあるんだなぁ……。花形……おまえさんのことは忘れねえぜ。安らかに眠ってくれ」

「まだいぎでるよぉ……」

　やはりつぶれたカエルのような声で花形が言った。

「ちぇっ」

「びどいよぉ……おだるぐん……」

　大おお江え久く保ぼ彦ひこ左ざ衛え門もんのほうは家安のように都つ合ごうのいい犠牲がいなかったらしく、頭からわずかに血を流していた。

「彦左さん、大丈夫？」

「なんのこれしき！」

　気き丈じような声で彦左衛門は応こたえた。

「いったいなにが起こったんだ!?」

「城の支柱を叩き折ったバカどもがいるらしいのう」

「いいっ!?」

「そうじゃ、報告を忘れておった……上様」

　彦左衛門は家安に向き直った。

「地下に放った一〇〇体の橘きつ花かを破は壊かいし、城に侵しん入にゆうを図はかった者たちがおります」

「ふむ……。橘花を破壊し、あまつさえ城の支柱を叩き折ったか……。そんなことができる者どもは一組しかおらぬの」

「ゲルマニアのセクサドールズ！」

　小樽が思わず叫さけんだのとほぼ同時だった。




　ドガァシャァァァァァァァァァァァァン！




「うわっ！」

　壁と化していた床がぶち破られる。

「ご明めい察さつ」

　崩くずれ落ちる瓦が礫れきの向こうに立っていたのはセクサドールズの三人だった。




　　　　３




「うわーっ、また出たァ！」

　ようやく復活した花形が悲ひ鳴めいをあげる。

「くっ……」

　小樽、家安、彦左衛門の顔にも緊きん張ちようが走った。

「ライム！　チェリー！　ブラッドベリー！」

　慌あわてて振り返って三人のヒロインの名を呼ぶ小樽だが、思わずアゴがガクッ──

「なにいい子ぶってんだよ！　胸もないくせに！」

「なによォ！　この牛チチ女！」

「二人とも、バカッ、バカッ、バカッ！」

　三人はこの危機をそっちのけで……というよりもまるで気づいておらず、ケンカに熱中していたのだ。

「なにやってんでぃ、三人とも！」

　三人を我われに返らせたのは、あきれたような小樽の声と、セクサドールズの動きだった。




　ドカッ！

　ドガッ！

　ドガガァァァッ！




　セクサドールズは一気に前に出ると、ティーゲル、ルクス、パンターが、それぞれライム、チェリー、ブラッドベリーに拳こぶしを叩き込んだのだ。

「わっ!?」

「きゃっ！」

「ちぃっ！」




　バキィィィィィィィィィィィィィィィッ！




　ライムたちは反対側の壁──少し前までそれは天てん井じようと呼ばれていた──を突き破り、外に飛び出してしまう。

　ギャグやおちゃらけとは無む縁えんの迫はく力りよくが三人のセクサドールにはあった。

「フ……」

　もちろん、そんなことで沈ちん黙もくするようなライムたちじゃない。

「ったく、しつこい女どもだねっ！」

　自分が作った大穴から顔をのぞかせ、ブラッドベリーが叫ぶ。

　言い終わるか終わらないうちに、ブラッドベリーの身体はパンターの眼前に移い動どうしていた。




　ダッ！　ダッ！　ダッ！




　続けざま、ブラッドベリーの拳がパンターを襲おそった。

「なにっ!?」

　だが、前の戦いならば通用したはずのその攻撃は、見み事ごとにパンターに見切られ、受け止められていた。

「甘いんだよっ、ブスッ！」

「なにっ!?」




　ドガァァァァァァァッ！




「うわぁぁぁぁぁぁっ！」

　逆にパンターの一いち撃げきが決まり、ブラッドベリーは背後の壁の穴を一段と大きくするはめになった。

「ブラッドベリー！」

「むう」

　成り行きを見ていた家安が、これはいかんとばかりに眉み間けんにシワをよせた。

　さらに、ライムとチェリーのほうも危機に陥おちいっていた。

　ティーゲルも、あのルクスでさえも恐るべきパワーで攻め込んでくる。




　シャッ！　シャキィィィン！

　ヴァァァァァァァァァァァァァッ！




　ティーゲルのメスがきらめく。

　ふれるものすべてを斬きり刻きざむその攻撃の前には、ライムにできることといったらよけ続けるしかない。

「わっ！　わっ！　わっ！」

　ルクスのほうは掌てのひらに高周波の電でん磁じ波はをため、そのまま掌しよう底ていを放ってきた。

　ふれればその凄すさまじい振しん動どうがそのまま原子核を破壊し、物質を根本からバラバラにしてしまう。

「なんなのっ、このパワーと迫力は!?」

　やはりチェリーも逃げるしかなかった。

「なんだ、なんだ!?　あいつらいってぇどうなってんだ!?　前のときよりもはるかに強いじゃねえか！」

　愕がく然ぜんとした表情で小樽がうなった。

　小樽の目にもティーゲル、パンター、ルクスの三人の様子が尋じん常じようでないのがよくわかる。

　表情……というよりも目が違った。

　目の奥で燃え上がる炎ほのお──執しゆう念ねんの炎がハッキリとわかるのだ。

（これも乙女回路のせいなのか!?）

　ふと、そんなことを小樽が思ったとき、




　ジャキィィィィィィィィィィィン！




「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　床が斬り刻まれ、その中にライムが落ち込んだ。

　間かん髪はつ入れずティーゲルはライムの頭めがけて拳こぶしを放つ。




　ジャキィッ！　ガシャッ！




　ティーゲルの肩からバシュッと熱風が飛び出し、腕がものすごい勢いで〝撃うち出された〟。腕内部に密みつ閉べいされた空間があり、そこで火薬を爆発させ、その圧力で、腕を弾だん丸がんに見立てて文字通り〝撃った〟のだ。もちろん、ロケットパンチのように本当に飛ぶわけではないが、撃たれたほうはたまらない。

「ぐぎゃっ！」

　濁にごった悲鳴をあげ、ライムは深く地面にめり込んだ。

　そのまま動かなくなる。

「ライム！」

　驚いて叫んだ小樽の声にもライムは反応しない。

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　同じ時、チェリーもルクスの高周波を受けて吹き飛ばされていた。

　服の切れ端を飛び散らせ、チェリーも壁にめり込んだところで動きを停止した。

「ライム！　チェリー！　ブラッドベリー！」

　小樽はふたたび名を叫ぶが、三人から返事はなかった。




　　　　４




「ど、どうしよう、小樽クン！　みんなやられちゃったぞ！」

　花形が情けない声を出して、小樽の背中にしがみついてきた。

「くっ……！」

　が、小樽にしてみればそれどころじゃない。

　ライムたちがどうなったか気になってしょうがなかったからだ。

（ライム……チェリー……ブラッドベリー……無事でいてくれっ！）

　小樽はすぐにでもライムたちのもとに駆かけつけたかったが、そうはいかない。

　ライムたちが動かなくなったことを確認したセクサドールズが、そのまま小樽と家安のほうに向き直ったからだ。

　ティーゲルが冷たい笑みを浮かべて言った。

「フフフ……坊や、あんたを守る騎士ナイトたちはこのザマだよ」

「てやんでぃ！　確かにオレはいつもはライムたちに守ってもらってるかもしれねぇけど、こうなった以上、オレがライムたちを守る！」

「フ……勇いさましいことお言いじゃないか。あたしゃそういうこと言う子が……大嫌いなんだよっ！」

　スッとティーゲルが動いた。

　気づいたときにはティーゲルは小樽の眼前に移動していた。




　ドスッ！




「うがっ！」

　ティーゲルの拳が小樽の腹にのめり込む。

　本気ではない。

　本気でやれば小樽の身体を貫つらぬくぐらいわけなかった。

　小樽がよろめいたところに、パンターが待っていた。

「ほらほら、どうしたんだよ！　あいつらを守るんじゃなかったか！」




　ガシュッ！




「うわっ！」

　パンターが小樽の向こう臑ずねを蹴け飛とばした。

　強きよう烈れつな痛みが小樽の身体に走る。

　前のめりに倒れ込んだ場所にはルクスがいた。

　前の二人と違い、ルクスだけは笑みを浮かべていなかった。

　あのコンピュータ・ルームでの行為が相当腹に据すえかねているらしい。

「この間はよくもやってくれましたわね。あなたのおかげで……！」




　パシィィィィィッ！




「うぎゃっ！」

　ルクスの張はり手が小樽に飛び、小樽は口から血を飛ばした。折れた奥歯が床に転がっていた。

「おらおら、どうしたんだい、坊や！」

「むかつく野郎だぜ！」

「思い知るがいいわ、ゲルマニアに逆らった愚おろかさを！」




　ドカッ！　ガシュッ！　バシィィィッ！




　どうやらティーゲルたちは小樽を徹てつ底てい的てきにいびるつもりらしかった。

　ただでは殺さぬというわけだ。

「え～い、機械ども、いいかげんにしろっ！」

　さっそうと声があがる。

　花形だ。

　さっきまで震ふるえていたのはどこへやら、さすがに小樽がやられまくったことで、花形の怒りはそんなものを吹き飛ばすほどになっていた。

　やるときはやるか、花形！

「ボクの愛する小樽クンをそれ以上傷つけることは、この天下の美び形けい、花形美み剣つるぎが許さん！　いざ、覚かく悟ごッ！」

　今までで、いや、彼の生しよう涯がいでもっともポーズが決まった一瞬だった。

　が、やっぱり花形……。




　ドゴッ！




「ぎぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　パンターに一発、股こ間かんを蹴り上げられ、花形は悶もん絶ぜつした表情で、床を転がりまくった。

　つくづくみじめなヤツ……。

　パンターは花形を蹴ったついでに、家安と彦左衛門のほうを見て叫んだ。

「家安、貴き様さまはこの小こ僧ぞうをいたぶった後で殺してやる！　せいぜいそこで待っていろ！」

「おのれ……！」

　唇くちびるをかむ家安だが、どうすることもできなかった。

　まだ重病人なのだ。

「小樽殿……」

　彦左衛門も家安を支えて、ただティーゲルたちに小樽がやられる様さまを見ているしかなかった。

「はん、どうした、坊や！」

　ティーゲルが髪かみをつかんで、小樽の身体からだをひっぱり上げた。

「て、てやんでぇ……」

　小樽の顔は大きく腫はれ上がり、ほとんど元の面おも影かげはない。

　目も満足に開けられない状態だった。

「どう、坊や、あたしたちの足をきれいに舌でなめ上げて命乞ごいをすれば、助けてあげないこともないわよ」

「そうだぜ。ルクスのやつはかなり怒ってるが、あたしらは本来、寛かん大だいなんだぜ」

「…………」

　ルクスをのぞいて、二人は声をあげて笑った。

　だが、小樽は──

「けっ、だれがそんなことするかよ！　たとい、お天てん道と様さまが西から昇ったってそんなことするもんか！」

「なんだと！」

「同じ乙女回路をつけていても、ライムたちとはえらい違いだぜ、この性しよう悪わる女ども！　おめえらみたいな性悪女どもの言うことなんざ、死んだって聞かねぇ！」

「なら、望み通り殺してやるよ！」

　ティーゲルが激げき怒どして叫んだ。

　が、すでに肝きもがすわったのか、小樽の口く調ちようは変わらなかった。

「ああ、さっさと殺せ！　唯ゆい一いつの心残りはライムたちを助けられなかったことだぜ……ごめんな、ライム、チェリー、ブラッドベリー……」

　小樽が目を閉じた。

　ティーゲルが鋭するどい手刀を振ふり上げる。

　それが下ろされ、小樽の首はまともにすっ飛ぶ……はずだった。

「うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」




　ドガァァァァァァッ！




　床がいきなりめくれ上がる。

「なにっ!?」

　虚きよをつかれて、一瞬、セクサドールたちはバランスを崩くずした。

　そこをめがけて、床から飛び出したのはライムだった。

「小樽をこれ以上、いじめるなっ！」




　バキィィィッ！




「うぐっ！」

　ライムの拳がティーゲルの顔を直ちよく撃げきし、ティーゲルはそのまま後ろに吹き飛ばされ、壁を突き破っていった。

　そのとき、小樽は放り出されている。

　が、小樽の身体は床に落ちることはなかった。

「小樽、しっかりして！」

　ライムが見事にキャッチしたからだ。

「ライム……」

　ライムの身体も決して万ばん全ぜんではない。

　頭はティーゲルの攻撃で傷ついたのか、ダラダラとオイルが血のように流れている。

　身体も手足もボロボロだ。

「おのれっ、壊こわれ損ぞこないが！」

　ティーゲルに代わり、パンターが飛び出した。

　が、

「あんたの相手はあたしだろっ！」




　ドゴォォォォォォォォォォォォォォォッ！




「うわっ！」

　横からパンターめがけてタックルしてきたのはブラッドベリーだ。

　ブラッドベリーの猛タックルを受けて、バンターもまた壁の向こうに消えた。

　となれば、最後は──

「さっきのお返しですわ！」

　チェリーも復活し、いつの間にかルクスに向けて掌底を突き出していた。




　バシュゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥン！




「きゃっ！」

　ルクスもパンターに続き消えた。

　三人のセクサドールの姿が見えなくなったところで、ブラッドベリーとチェリーはライムの抱きかかえる小樽のもとに集まってきた。

「小樽……」

「マスター……」

　ブラッドベリーもチェリーもボロボロだ。皮ひ膚ふがめくれ上がり、あちこち機械のパーツが見えてしまっている。

　小樽は腫れ上がった顔で三人を見回し、声をかけた。

「大だい丈じよう夫ぶか、三人とも」

　小樽を見つめる三人の目はどこかうるんでいるかのようだ。

「小樽……あんた、かっこよすぎるよ」

「小樽……ボクのこと守ってくれるだなんて……」

「マスター……あたし……あたし……」

　このまま感動的なシーンになるかと思いきや、横からヌッと邪じや魔まする者が顔を出した。

「いやぁ、小樽クン、よかった、よかった！　この花形美剣、苦労したかいがあったよ！」

「あんたはなんもしとらんだろうがっ！」




　ドカッ、バキッ、グシャッ！




「ぐわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……」

　直後、三人のセイバーマリオネットに花形はボコボコに蹴けられていた。

　彦左衛門に支えられた家安が近づいてきて、小樽に言った。

「小樽、本当に大丈夫か」

「将軍様……へっ、このくらい！　いてて……」

「小樽、感心したぞ、おまえの勇気」

「い、いやぁ、あれは……」

「おまえが勇気を見せたからこそ、ライムたちもまた復活した」

「へっ!?」

「乙女回路に力を与えるのは感情なんじゃ。まさにそれは人間の心そのもの」

「感情……」

　小樽はあらためてライムたちを見た。

　ライムも、チェリーも、ブラッドベリーも小樽を見て微笑ほほえんでいる。

　やられていた彼女たちが反はん撃げきの力を持ったのは小樽への想おもいから。小樽の示した勇気に対し、彼女たちが反応した結果だった。

（乙女回路に力を与えるのは感情……。そうか、ティーゲルたちが前よりも強かったのも……）

　そこまで思ったとき、小樽は気づいたように叫んだ。

「そうだ、将軍様！　そんなことより、ここにいるとあいつらがまた……！」

「わかっておる！　こちらも奥の手を出す！」

「えっ!?　奥の手？」

「上様、まさか……」

「見よ、小樽！　ジャポネス城の真の姿を！」

　家安が柱に隠されていたスイッチを押した。

「チェンジ！　ジャポネス城！」




　ガゴォォォォォォォォン！　ガコン！




　城内に振しん動どう音が響ひびきわたり、あちこちで隔かく壁へきが閉まっていく。

「なんだ、なんだ!?」

「これってまさか……変形!?」

　驚きよう嘆たんすべきことがジャポネス城に起こっていた。

　腕が飛び出し──

　足が飛び出し──

　驚異のトランスフォーメーション！

　現れたのは──身長五七メートルの超カッコイイロボット！

「うそっ！」

　それがジャポネス城の変形した姿だった。




　　　　５




　ゲルマニアの総統官邸で、ファウストは情報将校からの報告を聞いていた。

「……というわけで、ジャボネス市内は大だい混こん乱らんに陥っております」

「フフフ……」

　報告を受けながら、ファウストは笑みを浮かべていた。

「すべては感情のなせるわざ……愛とは便利なものだな」

　ファウストはジャポネス異い変へんの原因がセクサドールズであることを知っていたのだ。

　すると、ファウストの彼女たちに対してとった態たい度ども実は……。

「かわいい奴ど隷れいども……フフ……」

　ファウストは近くに控ひかえていた軍の参さん謀ぼう総長に向かって言った。

「全軍に伝えよ！　ジャポネス侵しん攻こうを再開する」




　ジャポネス市内では、お城を見つめるヤジ馬──いやいや、町人たちの興こう奮ふんは頂点に達していた。

「すげえぜ、ありゃ！　どうやって変形したらああなるのかわからねぇくれぇすげぇ！」

「とらんすふぉーめーしょんだよ、とらんすふぉーめーしょん！」

「やっぱ、お城ってぇのはてぇしたもんだぜ！」

「いよっ、世界一！」

　現在進行中の恐るべき事じ態たいをまるで理解していない、ノンキな町人たちであった。




　ティーゲル、ルクス、パンターの三人は変形に巻き込まれて、ロボット内部で隔壁に囲まれてしまっていた。

「ちいっ、どうなってんだ!?」

　忌いま々いましそうにパンターが叫ぶ。

「どうやら行動形態に変形したようですね。建物全体の位置関係にかなりの変動が見られます」

　ルクスが目を閉じたまま言った。

　彼女の情報収集能力──音おん波ぱ探たん知ち、Ｘ線探知など──がフルに活かつ躍やくし、それを割り出したのだ。

「フン。どうなろうと同じこと。もう一度家安の首を狙ねらう！」

　ドカッと、壁を叩き壊してティーゲルが叫んだ。




「こいつはいってぇ!?」

　コクピットと化した部屋の中で、小樽が目を白黒させている。

　三人のセイバーマリオネットたちも、どちらかというとあきれ顔だ。

　家安が一人、得とく意いそうに言った。

「どうじゃな!?　これぞ、城じよう塞さい変形ジャポネスガー！」

「カッコイイけど……」

　小樽は根本的な問題を口にした。

「敵は中にいるんですよ……」

　いくら外部がカッコイイロボットに変形しようと、中にいるんじゃなにも役に立たないというわけだ。

　しかし、家安は少しも慌あわてず、ニッコリ笑って言った。

「向こうがこのジャポネスから出ていかなければ、こっちが出ていくだけじゃ」

「へっ!?」

　家安は壁にあった電話で、城内に呼びかけた。

「城内にいるすべての者に告ぐ。至し急きゆう、城を退たい去きよせよ。繰くり返す……」

「総そう員いん退去？」

　電話を置くと、家安は今度は小樽に言った。

「小樽、おぬしもその三人とともにこの城を脱出するのじゃ」

「将軍様……!?」

　家安は笑顔のままで小樽を見つめている。

「…………」

　落ち着き、すべてを達たつ観かんしたようなそんな笑顔だからこそ、小樽はそこに家安の並なみ々なみならぬ決意を見てとった。

「いやだっ！」

　小樽は大きく首を振って叫んだ。




　　　　６




　ドガァァァァァァァァァァッ！




　パンターの拳が壁を叩き壊す。

「待っていろ、家安！」

　最上階を目め指ざす三人の破壊の女神を止める者はだれもいなかった。




「将軍様は死ぬつもりなんだ！」

　小樽が笑顔の家安に詰つめ寄った。

「なにをしようってのかわからねえけど、そいつはかっこよすぎるぜ、将軍様！　オレは将軍様が一いつ緒しよにここを出るって言ってくれなきゃ、てこでも動かないぜ！」

　小樽はその場にデンッと座り込んだ。

　あいかわらず家安はニコニコ……と思いきや、いきなり、

「バカモノッ、小樽！」

　鬼のような形ぎよう相そうで小樽を怒ど鳴なりつけた。

　これにはさすがの小樽も、ライムたちも、花形や彦左衛門まで思わずその場を飛び退のく。

　その上で家安は真剣な表情で小樽に語りかけた。

「いいか、小樽……人はだれでも役目というものを持っておる。わしの役目はおまえをここから無事に逃がすことじゃ」

「…………」

「おまえの役目はもっと重いぞ。『女性の復活』、そして、ファウストに世界征せい服ふくをあきらめさせること……決して楽な道ではない」

「…………」

「わしはおまえをここから逃がすことでそれをやらせようとしておるのだぞ。それに比くらべてここに残るわしのなんと楽なことよ」

「…………」

「さ、行け、小樽！」

　だが、小樽は断だん固ことして首を振った。

「いやだ、いやだ！　絶ぜつ対てえいやだ！」

「え～い、この強ごう情じよう者ものめ！」

「ジャポネスっ子はガンコなんでぃ！」

「ライム、チェリー、ブラッドベリー！」

　家安は三人のセイバーマリオネットに声をかけた。

「この強情者を連れて城を出ろ！」

「えっ!?」

「小樽を死なせたいのか！」

　どうしようかと顔を見合わせていた三人だが、〝死〟という言葉を聞いてうなずき合った。




「さ、小樽！」

「わっ、おまえら、なにすんだよ！」

　三人は小樽をかかえると、脱出の態勢を整えた。

「こらっ、放せ、放せ！」

「こっちじゃ」

　壁が開き、外につながる。

　およそ五〇メートルの高さだ。

　おいていかれてはたまらないとばかり花形が小樽の身体にくっついた。

「将軍様！」

　小樽は家安を見て叫んだ。

　家安は涼すずやかな目をしている。

「小樽……ドクター・ローレライを探すのじゃ」

「将軍様……!?」

「彼女が各地に残した足跡を訪ねよ。そこに必ずおまえの役目を成じよう就じゆさせる道が眠っているはずじゃ」

「将軍様！」

「さらばじゃ、小樽！」

　家安がゆっくりうなずく。

　それを見て、三人のセイバーマリオネットは小樽を抱きかかえたまま、一気に空中に飛び出した。

「将軍様ァァァァァァァァァァァァァッ！」

　小さくなっていく小樽を家安はいつまでも見つめていた。

「すまぬの、彦左」

　小樽の姿が完全に見えなくなって、家安は彦左衛門のほうを向いた。







[image: ]







　彦左衛門は安らいだ笑顔を浮かべていた。

「なんの、なんの。上様のお供ともは若い者にはまかせられません」

「そうか」

　家安は変形とともに壁に現れた操そう縦じゆう装そう置ちを動かした。




　ガゴォン！　ガゴォン！　ガゴォン……




　ジャポネスガーが動き出す。

　意外に素早い動きでジャポネスガーは一気に町の城壁を越こえ、外に飛び出した。

　そのまま走る、走る。




　ガコォン！　ガコォン！　ガコォン！




　なるべくジャポネスから遠ざかろうという配はい慮りよだった。

「そろそろじゃな」

　そう家安がつぶやいたときだった。




　バリィィィィィィィィィィィィィッ！




「家安、覚かく悟ご！」

　壁を破って、ティーゲルたちが飛び込んできたのだ。

「…………」

　ティーゲルたちを見て、家安は静かに笑った。




　ゴガァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァン！




　爆ばく音おんが響きわたる。

　突とつ如じよ、ジャポネスガーが爆発したのだ。

　明らかに覚悟の自爆だ。

「なんだ!?　なんだ!?　なんだ!?」

　町人たちが大騒ぎする中で、小樽は一人地面にへたり込んでいた。

　ライムたちも、花形も声もない。

「くそっ、くそっ、くそっ！」

　拳で地面を殴りつけ、小樽は涙ながらに叫んだ。

「将軍様ァァァァァァァァァァァァッ！」

　爆ばく煙えんが舞まう中、小樽の絶ぜつ叫きようが響きわたった。
















第三章　やさしさとせつなさと女らしさと












　　　　１




　ガラガラ……




　瓦が礫れきの一部が崩くずれ、地面に落下した。

　が、そうした音も小お樽たるには聞こえていないようだ。

　小樽は呆ぼう然ぜんとジャポネスガーの残ざん骸がいを見つめていた。

「将軍様……」

　立ちつくす小樽の後ろには心配そうにライム、チェリー、ブラッドベリー、花はな形がたが見ている。

　いつもだったら全員、「元気出しなよ」とかなんとか言いながら小樽に迫せまるのだが、さすがにそんな雰ふん囲い気きではな……あれ？

「小樽、元気出しなよ」

　ライムがピトッと小樽の背中にすがりついた。

「小樽が元気ないと、ボクまで悲しくなっちゃう」
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「…………」

「小樽が元気出すためだったら、ボク、なんでもやるからさ。ほら、あばばばばばば！」

　ライムは小樽の目の前で思いっきり口を広げて、まるで赤ん坊をあやすかのように舌を横に振った。

「ライム……」

　その無む邪じや気きさが小樽の心にいいようのない安らぎを与えていた。

　小樽はそんなライムの頭をクシャッとなでて言った。

「ありがとな、ライム」

　わずかに微笑ほほえむ。

「やったー！　小樽がようやく笑った！　うれしいっ！」

　ライムも無邪気に笑う。

　そのライムの笑えみが小樽をますます元気づける。

（そうだよな。オレ、しっかりしなきゃ！）

　二人の間はなんとなくいい雰囲気だ。

　が、こうなると他の面々はおもしろくない。

　チェリー、ブラッドベリー、花形の三人は露ろ骨こつに嫉しつ妬との表情を浮かべていた。

「ライム、抜ぬけ駆がけして～！」

　チェリーがぶうと頰ほおをふくらませる。

「キーッ、くやしい！　ボクの小樽クンが、ボクの小樽クンが！」

　花形はなぜかハンカチを嚙かんで、それを引っ張っていた。

　一番不満そうにブスッとしていたのはブラッドベリーだ。

「……よくない傾けい向こうだな」

　ブラッドベリーは石を手にしてギリギリと握にぎりしめた。




　バキィ……




　そんなことを知ってか知らずか、ライムの小樽への接近はさらに親密なものになっていた。

「ねえねえ小樽、ちゃんと将軍様にはお墓作ってあげようね。金魚のキンちゃんの隣となりに」

「金魚の横はともかく、でっけぇ墓は作らねえとな。将軍様はでっけぇことが好きだったからなぁ」

「えへっ」

　ライムが小樽の腕に自分の腕を回す。




　バキバキ……




　ブラッドベリーの手にさらに力がこもる。

　結けつ構こうやばい状況……。

　だが、ライムのアプローチはなおも止まらない。

　小樽のほうもライムが自分をなぐさめようと一いつ生しよう懸けん命めいなのを知って、邪じや険けんにはしない。

「じゃあさ、じゃあさ、全長二万メートルくらいの前ぜん方ぽう後こう円えん墳ふん」

「あのなぁ……でも、ま、そのくらいありゃ、将軍様も成じよう仏ぶつしてくれるだろ」

「お墓ができたら二人で墓はか参まいりに行こうね。お弁当持って、水すい筒とうに紅こう茶ちや入れて。あ、そうそう小樽おやつは三〇〇文もんまでだからね」

「ピクニック行くんじゃないぞ、バカ！」

「あはっ」

　会話する二人の間の雰囲気は、ほとんど親密な恋人のそれになってる。

　すげえやばい──




　バキバキバキバキバキバキバキ……！




　ついにブラッドベリーの手の中の石は砂すなの単位まで崩されて、サーッと風に舞まった。

「いいかげんにおし、このガキ！」

　怒いかりのブラッドベリーが一気にライムを小樽の前からひっぱがした。

　その表情は般はん若にやのそれだ。

　最高に怖こわい！

「あきゅ？」

　だがしかし、ライムはなんのことかわからずにポカンとした顔をしている。

　むしろビビッたのは小樽のほうだった。

「ブ、ブラッドベリー!?」

「えっ、あっ、オホホホホホ……」

　ブラッドベリーは小樽がおびえているのに気づくと、慌あわてて般若を隠かくして、今度は色いろ気け虫に変身した。

「うふ～ん、小樽ぅ」

「は、はい」

「なぐさめることはあたしもできるよ～……ううん、むしろライムなんか足あし下もとにも及およばない大人おとなのなぐさめ方がぁん」

　ブラッドベリーは小樽にしなだれかかると、耳をカプッと嚙かんだ。

「わ、わ、わっ！」

「ねえ、小樽ぅん。向こうの物もの陰かげで、二人っきりでなぐさめてあ・げ・る」

「わ～っ、いきなり服脱ぐなっ！」

　思わず服を脱ぎかけるブラッドベリーに、小樽は真っ赤になって焦あせりまくる。

　さて、ブラッドベリーまでもがこうなると、チェリーも、そして花形も黙だまっていなかった。

「ブラッドベリーもいいかげんにして！　マスターをなぐさめるのは私がやりますっ！」

「ええい、血の通かよわぬ機械ども！　小樽クンをなぐさめるのはこの花形美み剣つるぎだっ！　ボクの純じゆん白ばくのこの柔やわ肌はだが小樽クンをやさしく包つつみ込むのだっ！」

「あんたは黙ってろ！」




　ズボッ！




「うぎゃっ」

　三人のセイバーマリオネットに足あし蹴げにされて、花形は顔を地面にめり込ませた。

　そのまま三人は、いつもの小樽争そう奪だつパターンに突入！

「みんな、邪じや魔ましないでよ！　ボクと小樽は楽しくやってんだからぁ！」

「気にくわねぇんだよ！　あたしが小樽に大人のなぐさめ方っていうのを教えてやるから、あんたらは引っ込んでな！」

「二人とも下がって！　あなたたちみたいな野や蛮ばんな方かた々がたにマスターはまかせられませんわ！　マスターをなぐさめるには、知的で優ゆう雅がな時間が一番！　それができるのは私だけ！」

　ぎゃいのぎゃいの、女三人ただうるさい──

　こうなると、当事者である小樽は完全にカヤの外だ。

「あのォ～……」

　小樽がなにか言おうとしても、三人はまったく無む視し。

「はぁぁ……」

　あきらめて小樽が残骸のほうに向き直ったときだった。




　ガゴォォォォォォォォォォ……




　かすかに地じ響ひびきが聞こえる。

「ん!?」

　残骸の遥はるか向こうに立ち上のぼる土つち煙けむりが見えた。

「あれは……!?」

　それがセイバーの大部隊の移い動どうによって起こったものだと判はん明めいするまで、そう時間はいらなかった。

「ゲルマニアの機き甲こう師し団だん……！」

　小樽が愕がく然ぜんとつぶやいた。




　　　　２




「ど、ど、どうしよう、小樽クン！　えらいっこっちゃ、えらいこっちゃ」

　ゲルマニア機甲師団の接近を知り、パニックに陥おちいったのは花形だ。

　小樽のほうは、花形がパニックに陥ってくれたおかげで、逆に冷静になっていた。

「チェリー、連中が来るまで、どのくらいの時間がある？」

　と、チェリーのほうを向いた小樽だが、思わずガクッ。

「なによ、このブス！」

「わ～っ、髪かみ引っ張るなっ！　このォ！」

「え～い、ガジガジ」

　この非常時にさっきの小樽争奪戦がなおも続いていたのだ。

　しかも、髪は引っ張り合うわ、嚙みつき合うわ、チョー醜みにくい。

「いいかげんにしろっ、三人ともっ！」

　さすがに小樽が大きな声を出す。

「えっ!?」

「あっ!?」

「おっ!?」

　小樽の声に、三人はバッと離はなれると、ゴホンと咳せき払ばらいを一つして機甲師団のほうを見た。

「チェリー、連中が来るまでの時間は？」

「五分二〇秒ほどですわ、マスター」

「ライムたちに運んでもらえばなんとか町まで逃げ込めるな……」

「小樽」

　ブラッドベリーがポンと拳こぶしを叩たたいて言った。

「あたしらにまかせとくれ！　なぁに、あんなヤッラ、いざとなればあたし一人で……」

「そいつはできねぇ相談だ、ブラッドベリー」

「小樽!?」

「強がり言ってもダメだぜ！　おまえさんも、ライムもチェリーも城での戦いでかなり身体からだにガタがきてるはずだ」

　小樽は真剣な顔でブラッドベリーに言った。

　それは事実だ。

　ティーゲルたちの猛もう攻こうで、三人のセイバーマリオネットはあちこち動力部が痛いためつけられ、かなりガタがきていた。

　今なら赤あか毛げ相手でも苦戦するだろう。

「小樽……」

「ここは撤てつ退たいだ。撤退して、みんなを修しゆう理りすることが先決だ！」

「わかったよ、小樽……」

　ブラッドベリーが不ふ承しよう不ぶ承しよううなずいた。

　花形がなおも不安そうな表情で聞く。

「でも、どうやって？」

「マリオネット医院に連れていく。それにいざとなったらオレが直さぁ」

「小樽クン、キミ、マリオネットの修理なんかできたっけ？」

「あたりきしゃりきのこんこんちきでぇい！　オレァ、こう見えてもマリオネットドクターの助手をバイトでやったことがあるんでぇい！　見よう見まねでできらぁ！」

　マリオネットドクターとは、その名のとおり、マリオネットの医者だ。

「マスターにすべてをまかせますわ」

「ボクも」

「あたしもだよ、小樽」

「よぉし、そうと決まれば逃げるぞ！　確か、ジャポネス歴史資料館の横にマリオネット医院があったはずでぇい」

「ボク、小樽連れてくぅ！」

　小樽の言葉が終わるか終わらないうちに、ライムがいきなり小樽の手を引いて走り出した。

「わ、わ、ちっとタンマ、ライム！」




　ダッシュ！




　そのまま弾だん丸がんのように走っていく。

「あ、また抜け駆け！」

「待ちな、ライム！」

　慌あわてて追いかけようとするチェリーとブラッドベリーに向かって、花形が情なさけない声で叫さけんだ。

「わーっ、待ってくれっ！　ボクをおいていかないでくれぇ！」

「ちっ、しょうがないねぇ……」

　ブラッドベリーがいやいや花形をつかむ。

　ただし、足を。

「いっ？」

「さ、行くよ！」

「のわっ！」




　ズザザザザザザザザ……




「どわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　哀あわれ、花形は地面を引きずられていったのだった。

　ほとんど西せい部ぶ劇げきの拷ごう問もん状態……。

　だが、花形が引きずられる直前、瓦が礫れきの一角からなにか小さなものが飛んできて、服にくっついたことはだれも気づいていなかった。




　小樽たちがいなくなったあと、ジャポネスガーの残骸でわずかに音がして瓦礫が崩くずれた。




　ガラ……




　見れば瓦礫の隙すき間まから白いマリオネットの手が飛び出している。先ほど花形に向かってなにかを投げつけたのはこの手だった。

　手がまたわずかに動いた。




　ガララ……




　やがて、その動きは大きくなり、ついに──




　ドバァァァァァァァァァァァァァッ！




　瓦礫が一気に吹っ飛んだ。

　もうもうと粉ふん塵じんが舞まう中、三人の軍服姿のマリオネットが立っていた。

　ティーゲルたちは生きていたのだ。
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「ふははははははははははははははっ！　行けっ！　行けぇっ！」

　ゲルマニア機甲師団の先頭を走る装そう甲こう車しやから身を乗り出して、一人の男が叫んでいた。

　軍服の肩けん章しようから、ゲルマニアの将軍（帝国大将）であることがわかる。

　金きん髪ぱつ、碧へき眼がん、ワシ鼻の典型的なゲルマニア人だ。

　少しファウストに似ている。

　が、ファウストの高こう貴きさに比くらべて、彼のかもし出す雰囲気は下げ劣れつともいえるものだった。

　ぶっちゃけて言えば、かなりイっちゃってるのだ。

「ふははははははははははっ！　この大将軍ゲッテルが来たからには、ジャポネスの運命は決まった！　偉い大だいなる総そう統とうファウスト様の名のもと、ジャポネスは新あらたなゲルマニアの領りよう土どとしての道を歩あゆむことになるだろう！」

　ゲッテルはだれに言うでもなく、高らかに宣せん言げんした。

　横にいた副ふく官かんのルーベンス少佐は、ゲッテルにわからないようにわずかにタメ息をつく。

　また将軍の病気が始まった、と。

　ゲッテルは気にもとめず、興こう奮ふんしたようにまくし立てた。

「我わがゲルマニアは他の民族に比べはるかに優秀な民族であり、このテラツーの支配者たるべくを運命づけられた国家なのだ。優秀な人材に指し導どうされてこそ集団はよりよき道に向かう。それがなぜ他のバカどもにはわからぬのか！　我われらが武力を使うは人を正しい道に導みちびくためのものであって、当然行われねばならないまさに種しゆの摂せつ理りともいうべき行こう為いだ！　これぞ正義！　これぞ神が与えたもうた我らが試し練れん！　ゲルマニア万ばん歳ざい！　総統万歳！」

　ゲッテルには演えん説ぜつ癖ぐせがあった。

　そこで語られることは、エリート意識極きわまれりともいうべきゲルマニア選せん民みん思し想そうである。

　多かれ少なかれ、ゲルマニアの軍人たちはこの手のエリート意識があるのだが、それがゲッテルは突とつ出しゆつしていた。

　他の国家の人間と話すときは、一段高い所にいないと気が済まないほどだ。

　ルーベンスもゲルマニアの軍人として、ゲルマニアの優越性は意識として当然あったのだが、さすがに日に何度もゲッテルの演説を聞かされて、いいかげん、辟へき易えきしていたところだった。

　が、ゲッテルの演説の邪じや魔まをするわけにはいかない。そんなことをすればすぐ軍事法廷行きと過去の何度か同じ事例でわかっていた。

　ゲッテルの演説が一区切りついたところでおずおずとルーベンスは彼に話しかけた。

「閣かつ下か、まもなくジャポネスに突入します」

「うむ。突撃部隊を前に！」

「はっ。ところで、総統閣下から言われておりました、ティーゲル、ルクス、パンターの三人と連絡がつきませんが」

「あのマリオネットどもか」

　ゲッテルは露ろ骨こつにいやな顔をした。

　ゲッテルはゲルマニア民族の優位性と同じく、人間を絶対的なものと見なしており、マリオネットなどまさにただの道具──奴ど隷れい以下の存在だった。

　ゲッテルにとって、偉大なる総統閣下のただ一つ残念なところは、たかがマリオネットであるティーゲル、ルクス、パンターの三人を寵ちよう愛あいし、軍人としてもある程度の地位を与えたことだった。

　だが、その不満も今回の作戦によって解消されている。

「ふん。あんなマリオネットなどいようがいまいが変わらぬわっ！」

「しかし、ジャポネスの例のマリオネットたちが出てきたら……」

　ルーベンスの言う例のマリオネットというのはもちろんライムたちのことだ。かの軍ぐん務む省しようの中央コンピュータ破は壊かい事件によって、彼女たちのことを知らぬゲルマニア人はいなかった。そして、理性的な軍人たちによって、彼女たちはジャポネス侵しん攻こうにおける最大の脅きよう威いと認にん識しきされていたのである。

「フフフ……あやつらのことか」

　ゲッテルは見み下くだしたように笑みを浮かべた。

　むろん、ゲッテルとて無能ではない。

　ライムたちが今回の作戦の最大の障しよう害がいであることは百も承しよう知ちしている。

　が、そのうえでの笑みだった。

「安心しろっ、ルーベンス。私は今回の作戦のために特に総統閣下から戴いただいたものがあるのだよ」

「えっ!?」

「フフフフフ……」

　訝いぶかしがるルーベンスをよそに、ゲッテルは不敵な笑みを続けていた。
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「うわ～っ！」

「逃げろっ！」

「押すな、押すな！」

　ジャポネス市内は荷物をかついだり、大だい八はち車ぐるまを引っ張ったりする者でごった返していた。

　その中をなんとかくぐり抜けた小樽たちだったが、ジャポネス歴史資料館の横で立ちつくすことになる。

「ありゃりゃ……」

　なんと目的のマリオネット医院が見事に破壊されていたからだ。

　どうやら先のゲルマニア侵攻で〝赤毛レイテス・ハール〟たちによって破壊されてしまったらしい。

　隣となりにあるジャポネス歴史資料館はかろうじてその外がい見けんをとどめていた。

「どうするの、どうするの、小樽クン!?」

　またも花形が騒さわぎ出した。

　ここまでずっと引きずられてきたはずなのに、あいかわらず顔だけは復ふく元げんしている。

「他にマリオネットドクターはいなかったっけ、チェリー？」

「すいません、マスター。私のデータには……どこかにコンピュータの端たん末まつでもあればわかるんですけど……」

「困こまった……」

「小樽、あたしらなら別に……」

「そうはいかねぇって、ブラッドベリー。せめて機材だけでもありゃあなぁ……」

　マリオネット医院の破壊ぶりは凄すさまじく、機材もまるで使いものにならなかったのだ。

　小樽たちが愕がく然ぜんとマリオネット医院を見つめている間中、なぜかライムはジャポネス歴史資料館を見つめていた。

　なにかがライムの頭でチカチカと点てん滅めつした。

「小樽、ボク知ってる！」

「えっ!?」

「こっちだよ、小樽！」

「わっ！」

　ライムがまたも小樽の手を引いて走り出した。

　そのまま歴史資料館に飛び込んでいく。

「あ、ライム！」

「ライム、マスターをどこに連れてくの！」

「こら待て、ポンコツ！」

　ライムと小樽を追って、全員がそのあとに続いた。




　ライムが向かったのは、例の肖しよう像ぞう画がのある部へ屋やだった。

　今では小樽もそれがドクター・ローレライの肖像画であることがわかる。

　ドクター・ローレライ──かつてこの世界に移い民みん船せんが到とう着ちやくしたとき、唯ゆい一いつ生き残っていた女性で、マリオネットの生うみの親。

（いったいどんな女ひとだったんだ？）

　ふたたびその肖像画を目にして、小樽は一いつ瞬しゆんそんなことを考えていた。

（清せい楚そで、可か憐れんで、やさしく、おしとやかで……）

　至し福ふくのときは長くは続かなかった。

「小樽、こっちだってば！」

　ライムが肖像画の額がくを押した。

　肖像画のかかっている壁かべごとグルリと裏返り、ライムと小樽は壁の向こう側の部屋に入り込んでいた。

「そうだ、ここは……」

　ここは、かつて小樽がライムと初めて会った隠し部屋だ。

「なんだ、なんだ？　こんなところに部屋が？」

　小樽たちに続いて花形が、さらにはチェリーとブラッドベリーも隠し部屋に入ってきた。

「小樽、ここだよ、ここ！」

　ライムは自分の入っていたカプセルを指さしている。

「ライム？」

「ほら、ここ」

　ライムがカプセルをドンッと押した。

　カプセルはスムーズに横に移動して、下から階段が現れた。

「えっ!?」

「なんだかよくわからないけど、ここに行かなくちゃいけないんだよ！　ボクの頭の中でだれかがそう言ってるの！」

「お、おい、ライム！」

　そのままライムが階段を駆かけ下おりていく。

　慌あわてて小樽たちはあとを追った。
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「ここはいってぇ!?」

　地下は比ひ較かく的てき広い部屋だった。

　そこかしこに所ところ狭せましと機械が置かれている。

　そして、なによりも目を引くのは無数のマリオネットのパーツや骨組みだった。

　中にはほとんど完成体のマリオネットもあった。

「マリオネット工場？　いや、違う。ここは研けん究きゆう室しつだ！」

　ふと気がつくと、ライム、チェリー、ブラッドベリーの三人がボーっと虚こ空くうを見つめていた。

　この部屋に入ってからずっと様よう子すがおかしい。

「おい、どうした、ライム、チェリー、ブラッドベリー!?」

　小樽の呼びかけにもライムたちは返事をしない。

　ボーっとした目でつぶやくように言った。

「なんだか……」

「なつかしいような……」

「ここ、知ってるよ、あたし……」

　小樽は怪け訝げんな表情で三人に近づいた。

「いってぇ、どうしちまったんでぃ？」

「ポンコツがいよいよ本当のポンコツになったんだよ小樽クン！　さ、こんなポンコツほっといてこっから出ようよ、小樽クン！」

「…………」

　花形を無視して、小樽はじっと三人のセイバーマリオネットを見つめていた。

　小樽になにかが始まるような予よ感かんがあった。

　そして、それは正しかった。

「小樽……」

「おたる……」

「お・た・る……」

　三人が小樽の名を虚うつろな表情で言った。最後はほとんど機械的に。

　と、どうだ。




　ビカァァァァァァァァァァァァッ！




　いきなり壁の一角が光り出したではないか！

　やがて光は球形にふくらんで、壁から抜け出すようにぷるんと空中に浮かんだ。

「なんだ、なんだ？　どうしたってんだい？」

　光の玉の中になにかが浮かび上がる。

　人ひと影かげだ。

　そして、それは女性の姿となった。

　小樽のよく知っている女の子──

「ドクター・ローレライ！」

　光の中に、ドクター・ローレライの立体映像ホログラフイが浮かんでいた。

「ああ……」

　肖像画のあの少女だ。

　小樽の心に、えも言われぬ感動がわき起こった。

　清楚で、可憐で、純じゆん情じようで、おしとやかで、やさしく──

　永遠の処しよ女じよを賛さん美びするかのような形容詞が小樽の頭の中に次々と浮かぶ。

「ローレライ……」

　小樽が頰ほおを紅こう潮ちようさせ、なにかを言いかけたときだった。




　パンパカパ～ン！




　突然のファンファーレ！

　そして──

「おめでとーございますぅ～！」

　立体映像のローレライが日の丸センスを振り回しながらにこやかな笑顔で叫んでいた。

　小樽も、そしてそばにいた花形も目が点。

「いやぁ、あんさん、おめでとう！　憎にくいよ、このォ！　見み事ごと三体の乙女おとめ回路つきのマリオネットを手に入れなはったわけやね！　よっ、このエロ男！　いやいや、イロ男！」

　小樽の頭の中で、清楚だとか、可憐だとかいう言葉が、まるで大型台たい風ふうの直ちよく撃げきを受けたようにビュービュー吹き飛ばされていく。

　そんな小樽の気持ちを、あたりまえのことだがまるで無視して、ローレライの立体映像は言葉を続けた。

「ともかく、あんたは選ばれたんやから、これからはこのローレライちゃんの出す試し練れんを乗り越えなきゃあかんよ！　でないと、女の子は復ふつ活かつさせてあげへんねん！」

「あ、あの……」

「女の子はええで！　やわらかくて、オッパイはぷよぷよしとるし、抱だき心地ごこちサイコー！　なあ、はよ本物に逢いたいやろ！　だったら試練を乗り越えるこっちゃ！」

「えっ、え～と……」

「万が一のこと考えて、ここにはセイバーマリオネットを直す道具をいろいろ残しといたるさかい、使つこうてや」

「そ、その～……」

「またそのうち、うちの道みち標しるべどおり来たら逢えるから！　ほんなら、そのときまで……さ～よ～お～な～らぁ～っ！」




　シュポン！




　見事な間まの取り方でローレライの立体映像は消えた。

　しばらくの間、小樽と花形はその場に立ちつくしていた。

　目が点のままで。

「そ、想像してたのとかなりイメージ違うなぁ……」

　小樽があっけにとられた様子でつぶやいた。
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　立体映像が消えてしばらくしてから、ライムたちもようやくボケた状態から回復し、動き始めた。

「あれ、ボクどうしてたんだろ？」

「なにかあったんですか、マスター？」

「おかしいね？　一瞬回路がハングしたのか？」

「はははは……」

　小樽はむなしく笑うと、気を取り直して言った。

「と、ともかく、ここでキミらの修理ができることだけはわかったぜ！　さっそく修理だ！」

　小樽は近くのマリオネットの組立台のほこりを吹き飛ばしながら言った。

　ずいぶん使っていなかったらしく、ほこりが積つもりに積もっていたのだ。

　ブラッドベリーが口を開く。

「つまり、小樽があたしらを修理するってことかい？」

　修理用の機材をかき集めながら、小樽は答えた。

「まかせとけってんだ！　おっ、これ使えるなぁ……簡かん単たんな修理くらいならオレでもできらぁ！　こう見えても機械をいじるのは大好きなんでぇい」

「ふ～ん、小樽があたしらの医者ってわけか」

　小樽が機材を集めて戻もどってくると、なぜか組立台の横にはイスが二つ向かい合わせに並ならべてあった。

「なんだ、これ？」

　その一つにブラッドベリーが座すわりながら言った。

「医者の診しん察さつ室しつの雰囲気を少し出してみたのさ。さ、小樽、あたしを診察しとくれ」

「あ、診察室ね……なるほど……」

　小樽がブラッドベリーの前に座る。

　と、ドタドタと花形が走ってきた。

「小樽クン！　及およばずながら、この花形美剣が看かん護ご夫ふを務つとめようじゃないかっ！」

「いっ!?」

　花形を見た小樽は思わず絶ぜつ句く。

　どこにあったのか、花形は看護婦スタイルであったのだ。




　ドカッ、バキッ、グシャッ！




「ぐぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

「気持ち悪いんだよ！」

　あっという間に三人のセイバーマリオネットに袋ふくろ叩だたきにあって退場する花形だった。

「さ、小樽センセ、診察よろしく」

　ブラッドベリーは悪戯いたずらっぽく笑うと、バッと服を上にあげた。

「わっ、わっ、わっ、わっ、わっ！」




　ぽろん。




　ブラッドベリーの大きな胸があらわになる。

「さ、見てぇ、小樽センセ」

　その胸をまともに見た小樽の鼻からは血がタラ～ッ……。

　小樽はまだまだ純情なのだ。

　心（というより乙女回路だが）穏おだやかでないのはチェリーとライムである。

「こらーっ、ブラッドベリー！　そういう色いろ仕じ掛かけってありっ!?」

「チェリー、人聞き悪いこと言わないでくれるかい。あたしゃ、小樽センセに診察してもらってるだけなんだよ」

「ううううううっ！」

「ボクだって小樽におムネ見てもらうもん！　小樽、小樽、ほら、ほら！」

「わーっ、ライム、たんま、たんま！」

「小樽センセ、早く、早く！　さ、触しよく診しん、触診！　さわって、さわって」

「あ、いや、その……」

「マスター、そんなのさわる必要ありませんわ！　ガムテープでもはっときゃ直りますもの！」

「言っておくれじゃないか、チェリー！」

「なによォ！」

「小樽、ボクもさわって、さわって！」

「表おもてに出な、このまないた小娘！」

「なによ、やる気！　牛チチ女！」




「もう、いいかげんにしろっ、三人とも！」




　めずらしく小樽が大声を出した。

　びっくりして三人は小樽を見る。

　小樽は真剣な顔をしていた。

「てやんでえ！　今、オレたちは大変なピンチにいるんだぜ！　この危き機きを乗り切らなきゃ、命を張ってオレたちを助けてくれた将軍様に申もうし訳わけが立たねぇ！　そのためにも一いつ刻こくも早くオレはおめえらを修理したいんだ！」

　小樽の剣けん幕まくに、三人はシュンとなってうつむいた。

「わかってくれたかい、三人とも」

「ああ、ごめんよ、小樽」

「すいません、マスター」

「ボク、いい子になるね、小樽」

　三人の殊しゆ勝しような姿を見て、小樽はホッとしたように言った。

「わかってくれればいいってことよ。さ、修理を始めるぜ」

「そうとなりゃ、小樽、ほら、さわって、さわって！」

「マスターいけません手がくさります！」

「小樽ぅ、さわるならボク！」

「ぜんぜんわかってないっ！」

　そのときだ。




　ドガァァァァァァァァァァァァァァァッ！




「うわぁーっ！」

「なにっ!?」

　いきなり壁をぶち抜き、人影が躍おどり込んできた。

「見つけたぞ！」

　それは軍服のマリオネットたち。ティーゲル、ルクス、パンター──セクサドールの三人だった。




　　　　７




「どうしてここが！」

「あっ！」

　周しゆう囲いをサーチしたチェリーが花形のもとに飛んでいって、服をひっぱがした。

「きゃーっ、エッチ！」

　わめく花形を無視して、チェリーはバッサバッサと服を振る。

　コロンと落っこちた小さな物体があった。

「発はつ信しん器きですわ！」

「いつの間に！」

　セクサドールたちは構かまえをとると、一気に小樽たちに迫せまった。

「死ねっ、小こ僧ぞうにセイバーども！」

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　それをライムとブラッドベリーが迎むかえ撃うつ。

「小樽はボクが守る！」

「あんたらに小樽は指一本ふれさせないよ！」




　ガシィィィィィィィィィィィィィィン！




　激げき突とつが起こる！

「ううっ！」

　が、意外にも吹っ飛ばされたのは三人のセクサドールのほうだった。

「あれ？」

　このあっけない結果はライムにとっても不ふ思し議ぎだったようだ。

　一瞬攻撃するのも忘れてハテナ顔で立ちつくす。今のライムたちは赤毛相手にも苦戦するほどパワーが落ちているはずなのだ。

　それが楽にセクサドールのタックルを弾はじき返すことができた──

　小樽も気づいていた。

　セクサドールたちにまるで余よ裕ゆうがないことに。

　いつもだったら含ふくみ笑いの一つもするのに、今回は三人とも必ひつ死しの形ぎよう相そうだ。

　よく見れば三人の軍服はボロボロで、あちこち皮ひ膚ふも破やぶれ配はい線せんや骨組みがのぞいている。

（爆発の衝しよう撃げきがそれほど大きかったってことか……）

　小樽の考えは当たっていた。

　三人のセクサドールはライムとブラッドベリーの二人のパワーを跳はね返すことができなかったのだ。

　動きは鈍にぶいし、攻撃力は低く、満まん足ぞくな防ぼう御ぎよもとれない。

「わーい、こいつら弱っちいよ！」

「いつものお礼、たっぷりさせてもらうよ！」

　ライムとブラッドベリーがまるでいたぶるように三人を攻撃し始めた。




　ドカッ！　バキッ！




「きゃははははっ！　やーっ！」

「うぐっ！」

　ライムがティーゲルのがらあきの脇わき腹ばらをおもしろいように殴なぐりつける。

　ブラッドベリーのほうはもっと露骨だ。

「ほら、ほら、ほらっ！」

　ブラッドベリーはわざとらしくパンターとルクスに攻撃をさせといて、その上でパンチ一つで相手を吹っ飛ばした。

「うわーっ！」

「く、おのれ……」

　だが、三人のセクサドールはやられてもやられても向かっていく。その姿は悲ひ壮そうなほどだ。

　これではどっちが正義でどっちが悪か知れたものじゃない。

「なんであいつら……」

　訝いぶかしがる小樽の疑問を氷ひよう解かいしたのは、セクサドールたちの口からもれてきた言葉だった。




「こんなところで……こんなところで負けてたまるか……ファウスト様……」

「ファウスト様……我らにお力を……」

「ファウスト様のために……ファウスト様のために……」
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「あいつら……」

　小樽は憐れん憫びんの瞳ひとみでセクサドールを見つめた。

　彼女たちも乙女回路を持つマリオネット──〝女〟なのだ。

　愛する男のため、身体からだを張って戦いを挑いどむ。

　ファウストの愛を得ることが彼女たちの至福のすべてなのだろう。

「女って哀かなしい生き物ですわ……」

　セクサドールの気持ちに気づいたチェリーがぽつりとつぶやいた。

「やめさせなきゃ、戦いを！」

　小樽が突とつ如じよ叫ぶ。

「こんな戦い、哀しすぎる！　やめろっ！　やめるんだ、みんな！」

　だが、小樽の声はとどかない。




　ドカッ！




「おら、おら、おらっ！」

「きゃはははははははははははははっ！」

「うぐっ……」

「ちいっ！」

「ファウスト様……」

　戦いは三人のセクサドールがいたぶられるにまかせるような状況になっていた。

「くそっ……！」

　小樽が歯がみする。

　そのとき、背後で花形が悲ひ鳴めいをあげた。

「うわっ、ネズミ！」

　花形の足下に、例の暗くら闇やみネズミがまとわりついている。

「それだ！」

　小樽は暗闇ネズミをつかむと、それを一気に戦いの輪の中に投げ込んだ。




　チュウ！




「ギャァァァァァァァァァァッ、ネズミ！」

　前のゲルマニアの地下断だん層そうでの戦いで、全員の心──乙女回路に深いトラウマがある。

　そのトラウマの深さときたら──

「う～ん……」

　セクサドールの三人はもちろんのこと、ライムもブラッドベリーもその場に気き絶ぜつした。




　チュウ！




　ふと見れば小樽の横でチェリーまで半分パニックになっている。

「ネズミ……ネズミ……ネズミきらいよォ～！」

「チェリー！」

「えっ、あっ、マ、マスター!?」

「チェリー、手伝ってくれ。今のうちに連中の修理をやってしまおう」

「は、はい……」

　小樽とチェリーと花形は倒れているライムとブラッドベリーのもとに駆け寄った。

「よいしょ、よいしょ」

　チェリーと花形がライムとブラッドベリーを修理台に運んでいく。

　その間、小樽は倒れているセクサドールたちを見ていた。

「この三人も……」

　そう言いながら、小樽がティーゲルを抱きかかえた。
















第四章　やさしさってなんだっけ？　なんだっけ？
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〈これが夢というものか……〉

　ルクスは朦もう朧ろうとした意識の中でそんなことを思っていた。

　マリオネット（セクサドール）であるルクスが夢など見るのはもちろん初めてのことだ。

　夢を見るという行為ができると知ったのも今が初めてだった。乙女回路にはまだまだ本人にもわかっていない機能が数多く隠されているらしい。

　ただ、そこがマリオネットだからなのか、ルクスは夢を見ながら、妙に覚さめた目で状況を認識していた。

〈眠りは浅いな……今は表層心理に自我がある……〉

　そんな分析すらしてしまっている。

　夢でよくある、さまざまな意味不明な映像が浮かび、そして消えていった。

　ルクスはその一つ一つの持つ意味すらも分析しようとしていた。

〈あれは……先の戦闘時の破壊の瞬間……。あれは……プライベート時間におけるメモリーバックアップのひととき……〉

　やがて、ルクスの眼前にうごめく白い裸ら体たいが浮かび上がった。

〈あれは……〉

　ここで初めてルクスは動揺した。

　ルクスの動揺はさざ波となって世界全体に伝わる。

　そのため映像は揺らぐが、ルクスはそこから目が離せなくなっていた。

〈…………〉

　白い裸体はルクス自身だった。

　ルクスは一人の男にかしずいている。

〈ファウスト様……〉

　男はファウストだった。ファウストはルクスをやさしく抱きしめる。

　いつしか覚めた目のルクスは抱きしめられたルクスの中に同化していた。

「ああ……」

　わずかに声がもれる。

　愛いとしくてたまらない……うれしくてたまらない……──そのすべてが入り交まじった短い一言だった。

　現実のファウストなら決してあり得ないやさしさをルクスは感じていた。

「えっ……？」

　だが、やがてルクスは気づいた。

　彼がファウストでないことを。

「大だい丈じよう夫ぶかい？」

「あなた……だれ……？」

　訝いぶかしがるルクスに対して、彼はニッコリ笑いかけた。

「あ……」

　その笑みを見た瞬間、ルクスは身体からだが熱くなるのを感じていた。




　　　　２




　ルクスはゆっくり目を開けた。

　人工の水晶体が素早く焦点を合わせ、周囲の情景を探さぐる。

　それとともに、五感のすべてが回復した。

「ここは……!?」

　まだ記憶バッファに残っていたデータがリピートされる。

「うっ……」
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　暗くら闇やみネズミが記憶によみがえりわずかに動揺するが、それも束つかの間ま、回路の切断直前──要するに気絶する直前の状況を思い出した。

「私たちは……」

　ルクスはここが『ジャポネス歴史資料館』の地下であることを理解した。そして、自分がなんの目的でここにいるのかも。

　ルクスは立ち上がろうとした。

　スムーズに四し肢しは反応する。

　が、そのときルクスはようやく下着一枚つけていない自分に気がついた。

「きゃっ！」

　素直に反応する。

　素っ裸ぱだかで、シーツを一枚かけられて、ベッドに寝かされていたのだ。

　ふと見ると、横にはティーゲル、パンター、さらに向こうにはライム、チェリー、ブラッドベリーまでもが横たわっている。

「これは……？」

「おっ、気づいたかい!?」

　声にルクスは振り返った。

　ルクスの視線の先には〝ファウスト様の野望に水を差した小僧〟──小お樽たるがいた。

　普段のルクスならすぐに反応して、小樽の息の根を止めたことであろう。

　だが、この時はなぜか身体が動かなかった。

（なんなのだ？）

「あんまりまだ動かねぇほうがいいぜ。人工皮膚も張り合わせたばかりで、接着剤がずれるといけねぇ」

　小樽はやさしい口く調ちようで言った。

　ルクスは愕がく然ぜんと小樽を見つめていた。

　もし、小樽の言葉が本当なら、小樽は自分を助けたことになる。敵である自分を──

「私の身体になにをしたの！」

　ルクスが叫ぶ。

　しかし、小樽は落ち着いたものだ。

「別に……。ただ修理しただけだぜ」

「爆弾かなにかを私の身体に埋め込んだの？　そんなもの、調べればすぐ……」

「そんなもの仕掛けてないって」

「ならば……この私の身体を凌りよう辱じよくしたの！」

　凌辱という言葉に、思わず小樽の顔が赤くなった。

「バ、バカヤロー！　そんなことするかい！」

「ならば……」

「しつけぇなぁ！　ホントにただ修理しただけでぇい！　あのままにしておいたら本当にぶっ壊れちまってたからな」

「……そんな……」

　ルクスは信じられなかった。

　まじまじと小樽を見つめる。

（あ……）

　小樽を見れば見るほど、なにか胸が熱くなっていく。それは、あの夢の中で感じた熱に違いない。

　ルクスはそんな感じを振り払うように大きく首を振って叫んだ。

「いったいなにが目的なの!?　目的もなく、私たちを助けるなんて！」

　小樽もだんだん腹が立ってきたのか、こちらも声を大にして叫んでいた。

「うっせぇな！　気まぐれだよ、気まぐれ！　ファウストのために必死になるおまえらを見て、なんとなく修理してやりたくなっただけでぇい！」

「うそだ！　なにか目的があるはず！」

「そう……」

　声があがり、ルクスの横に女が二人立つ。

　ティーゲルとパンターだ。

「あたしたちもその辺の事情が聞きたいねぇ！」

「さっさと吐くんだよ、小僧！　さもないと……」

　三人のセクサドールを前にしても、小樽は引くことはなかった。

　それどころか、前にも増して語気を強めて言った。

「気まぐれだったら、気まぐれでぇい！　ジャポネスっ子は気まぐれなもんなんでぇい！　信じられねぇんだったら、さあ！　煮るなり焼くなりしてもらおうじゃねえか！」

　小樽はグッと腕を組みその場に座すわり込んだ。

　目は真剣そのものだ。

　その視線を前にして、ルクスは動くことができなかった。

　驚いたことに、それはティーゲルとパンターも一いつ緒しよであった。

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんな二人が、小樽の視線を前にして攻撃しようとしないのだ。それどころか、動揺したような表情さえ浮かべている。

「ティーゲル、パンター……あなたたちも……」

　ルクスは二人が自分と同じく、目の前の少年に奇妙な温あたたかみを感じていることに気づいた。

　それが三人の行動を妨さまたげていたのだ。

　そこへ──




　ガタッ！




　ドアが開き、風ふ呂ろ敷しき包みをかかえた花はな形がたが入ってきた。

「小樽クン、ようやく食べ物見つけてきたよ！　いやぁ、外はひどい有り様だよ。ゲルマニアの連中にだいぶ奥まで攻め込まれちゃったみたいでさぁ……あっ！」

　花形はセクサドールと対たい峙じしている小樽を見て、焦ったように近づいてきた。そして、ベタベタと小樽の身体をさわる。

「お、小樽クン！　大丈夫かい!?　こいつらになにかされたのかい!?　貞てい操そうは無事かい!?」

「大丈夫だ！　わかったから、花形、オレにさわるな！　鳥肌が立つ！」

「小樽クンのいけずぅ」

　その後で花形は小樽の背後に隠れるような位置に行くと、セクサドールたちに向かって強い調子で叫んだ。

「やいやいやい！　この恩知らずども！　小樽クンはなぁ、食事もせずに、寝もせずに、おまえらを直すのに一昼夜ぶっ続けで働いたんだぞ！　ちったぁ、感謝しろっ！」

「えっ……!?」

　よく見れば小樽の目の下には隈くまができている。

「本当か……」

　ティーゲルが神しん妙みような顔でつぶやいた。

「いやぁ、寝ようと思ったんだけど寝られなくてさぁ。なんせ、マリオネットの修理なんか生まれて初めてやったかんな」

「なにっ!?」

「一応、マリオネット医院でバイトしたことはあったけど、実際やってみると結構難しいもんだな」

「貴き様さま、ホントにあたしらの身体を壊してないだろうな！」

「大丈夫だ！　大丈夫！……たぶん」

「なに!?」

「ともかく、オレを信じろ！」

「あたしはいつだって小樽を信じてるってばさぁ」

「いっ!?」

　悩ましい声が響き、腕がスッと小樽の首にしがみついてきた。

「ふふん」

　妖よう艶えんな笑みを浮かべた美しい顔が小樽の真正面にある。ブラッドベリーだ。

「ボクも小樽を信じてるよ！」

「マスター、修理してくださってありがとうございました」

　いつの間にかしっかり服を着て、ライムとチェリーも小樽のすぐ横にいた。

「むぎゅう……」

　最初にしがみついていた花形は哀れ、三人の足に踏みつけられ、床の敷物と化している。

　三人は小樽を守るように囲むと、セクサドールたちのほうをにらみつけた。

「あんたら！　命の恩人に対してなんて言いぐさだい！」

「マスター、こんなマリオネット、さっさと追い出しちゃいましょう！」

「ベーッ！」

　ライムがセクサドールたちに向かって、ベーッと舌を出した。

　ムッとするセクサドールたちだったが、小樽がそれをたしなめた。

「やめろよ、三人とも」

　小樽はスッと三人の間から抜け出して、セクサドールたちに近づいていく。

「小樽！」

　ブラッドベリーが慌あわてて止めようとするが、小樽はかまわず進んだ。

　セクサドールたちはなにもしない。いや、なにもできないといったほうが正しいか。

　小樽はルクスの前に立った。

「…………」

「ちょっとごめんな」

「えっ!?」

　小樽の手がスッと伸び、ルクスの首筋にさわる。

（あ……）

　小樽にさわられた瞬間、ルクスは身体の中をまるで電気が走ったような感覚を覚えた。

　小樽は首筋からゆっくりと手を背中のほうにずらしていく。

「うん、もうすっかり接着剤もかわいてるな」

　それはあくまで修理箇所を点検する行為だったのだが、ルクスの乙女回路はどんどん熱くなっていった。

（感じている!?　私が……!?）

　ふと、ルクスと小樽の視線があった。

「ん!?」

「……！」

　ルクスは慌てて目をそらした。

　なんとなく小樽の顔が直視できなかったのだ。

　反応はティーゲルもパンターも一緒だった。

（どうしたというんだ、あたしは……!?）

（こんな小僧に……あたしが……まさか！）

　それでも、二人とも小樽の点検が終わるまで神妙にしていた。

「よしよし、これならいいぞ。成功、成功。修理は完かん璧ぺきだぜ」

　満足したように小樽はニッコリ笑った。

　一瞬、三人のセクサドールはその笑みに見とれていた。我われ知らず、頰ほおがピンクに染まる。

「あ……」

　ようやくそんな三人の態度のおかしさを小樽もはっきりと意識したようだ。妙に気恥ずかしくなって小樽はあさってのほうを向いた。

「あ、あのさ……その……ふ、服を着てくれねえか。目の保養にはなるけど……あまり過ぎると目の毒でい」

「え……」

「あ……」

「うん……」

　三人は素直に小樽の言葉に従った。

　素直でなかったのはセイバーマリオネットの三人のほうだった。

「もう、マスターったら、だれにでもやさしいんだから！」

「ぷんぷん」

　チェリーとライムは完全に嫉しつ妬との表情で、ブスッと頰ほおをふくらませた。

　露骨だったのはブラッドベリーだ。

「ふん……」

　拳こぶしを握にぎりしめ、三人のセクサドールをにらみつけている。

（これ以上、ライバルが増えられてたまるもんかい！）

　ブラッドベリーは鬱うつ屈くつした気持ちを吹き飛ばすかのように、勢いよく足を踏みならした。




　ドンッ！




「ぎぃやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　敷物と化していた花形の悲ひ鳴めいが響きわたった。
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「感謝はせぬし、恩になど感じぬからな！」

　ティーゲルが強い調子で言った。

　が、それは、あたかも自分に言い聞かせているかのようであった。

　すでに地下の研究室を出て、全員がいる場所はジャポネス歴史資料館の門の前だ。

　服を着終えたセクサドールたちが原隊に復帰すると言い出したのだ。

　小樽は見送るつもりで門の前まで来ていた。

　もちろん、小樽が行ったとなれば、セイバーマリオネットの三人も花形もついてきている。

　ティーゲルの物の言いぐさに三人と花形はムッとなるが、小樽はニコニコ笑ったままだ。

　パンターがなおも念を押すように叫んだ。

「今日は見み逃のがしておいてやる！　だが、今度会ったときは殺す！」

　だがこれも、自分に言い聞かせているようにしか聞こえなかった。

「…………」

　ルクスだけ無言で小樽の顔を見つめていた。

「お手て柔やわらかに頼むぜ、次のときは」

　セクサドールの言葉を受けて小樽が言った。

　そこにはなんの邪気も思おも惑わくもない。

　小樽の態度は最後までセクサドールの三人を困惑させた。

「ふん！」

　精一杯不機嫌そうな声を出し、ティーゲルが踵きびすを返して歩き出す。

　パンターとルクスもそれに続いた。

　三人は振り返ろうともせず、が、しかし走ろうともせず、その場を去っていった。

「ベーッ！」

「ベーッだ！」

　ライムとチェリーはアッカンベーをして、ブラッドベリーは殺意すら抱いだいたような目で見送っていた。

「小樽クン、ホントによかったのかい!?　あいつらのせいで将軍様は……」

　花形の言葉に小樽は軽く首を振って答えた。

「罪を憎んで人を憎まずだぜ、花形。将軍様だってわかってくれるさ」

　小樽の気持ちは晴れ晴れとしていた。




「…………」

　三人のセクサドールは黙ったまま歩いていた。

　うつむき加か減げんに、どこか後味が悪いかのような表情だ。

　三人の心には奇妙な罪悪感があった。

　ファウストに対する罪悪感──

　髪の毛の先までファウストに捧ささげた身としては、たとえ一瞬でも、小樽に対して好意的な気持ちを抱いたことが許せなかったのだ。

「くそっ！」

　ジャポネス歴史資料館からかなり離れたところで、ついに耐えきれなくなったのか、パンターが吐き捨てるように叫んだ。

「くそっ、くそっ、くそっ！　おもしろくねぇ！」

　パンターがそばにあった建物の壁に拳を打ち込む。




　ドゴォォォォォォォォン！




　瞬時にして建物すべてに亀き裂れつが走り、直後、グシャッと一気に崩れ落ちた。

「くそぉっ！」

　パンターの怒りは自分自身に向けられている。

　暴れずにはいられなかった。




　ドゴォォォォォォォォォォォォッ！

　ゴガァァァァァァァァッ！

　ドォォォォォォォォォォォォォォン！




　立て続けにパンターは付近の建造物を倒していった。

　凄すさまじい破壊力だ。

　パンターの破壊力の復活は、小樽の修理が正確だったことを物語っている。

　それがまたパンターには気に入らなかった。

「なんであの小僧は……！」




　ゴガァァァァァァァァァァァァァァァン！




　タックルで土蔵を破壊し、飛び散る瓦が礫れきの中でパンターは立ちつくした。

　そして、そのパンターをティーゲルとルクスは空くう虚きよな目で見つめていた。

　このとき、三人が考えていたことはまったく同じであった。

　なぜあの少年はあたしたちを修理したのか──

　そして、なぜあたしたちはそのことがこんなに気になるんだろうか──

（やさしさ……）

　不意にルクスは思った。

　今まで、ファウストから与えられたものの中に〝やさしさ〟というものはなかった。ルクスにしてもファウストからそれをもらいたいと思ったこともなかった。

　ファウストには自分たちを服従させる力強さがあればいい──ずっとそう思ってきた。

「でも……」

　だが、心のどこかでファウストに〝やさしさ〟を求めていたのではなかったのか。

　そして今、生まれて初めて、あの少年の持つ純粋なやさしさというものにふれ、ある種の感動を覚えてしまったのではないのか。

（あの夢……）

　今ならわかる。

　夢の中でやさしく抱きしめてくれたのは、ファウストではなく、小樽だった。胸を熱くしたのは小樽のやさしさに対してだった、と。

「あの子、変わっていたな……」

　ティーゲルがぽつりとつぶやいた。

　いつの間にか戻ってきたパンターもルクスもそれを黙って聞いている。

「あたしらマリオネットをまるで本物の人間のように扱っていたな……」

　ティーゲルにしても、ルクスにしても、パンターにしても、マリオネットとしてさまざまな差別にあってきた。

　普通の人間が彼女たちに向けるのは、「機械の分ぶん際ざいで」という冷たい視線だ。

　普通のマリオネットなら決して感じることのないそんな視線を、彼女たち、乙女回路を持ったマリオネットは感じ、そして、それに対する反発を自みずからも知らないうちに心の隅に蓄積させていたのだ。

　それが小樽は違った。

「…………」

　ティーゲルは自分の修理箇所を診断するためにさわった小樽の手の温ぬくもりを思い出していた。

「あの子って……」

「やめろ！　やめろ！　やめろっ！」

　パンターが激しく髪を震わせて叫んだ。

「もうやめろっ！　おまえらはファウスト様を裏切るのかっ！」

　ティーゲルとルクスに叫びながら、その言葉はそっくり自分にも向けられていた。

　激情家のパンターらしい行動だった。他人をなじることで、自分自身の気持ちにけじめをつけるつもりなのだ。

「どうなんだ、ティーゲル！」

「無論、そのようなこと、毛もう頭とう考えておらぬ！」

「ルクス！　ファウスト様の愛なくば死んでも構わないと言ったのは今も変わりないな！」

「当然……」

「ならば、もうあの小僧のことは考えるな！　あたしたちはファウスト様の愛を取り戻すため今回の作戦を思い立った！　そしてそれはほぼ成功を収おさめたといっていい！　なんの懸け念ねんもないはずだ！」

「ああ……」

「…………」

「ファウスト様をご主人様と崇あがめ、絶対的な忠誠を誓う……ファウスト様の奴隷であることがあたしらにとって最高の幸せのはずだ！　違うか！」

「ファウスト様の愛……」

「私たちを奴隷としておそばにおいてくださることが、あの方のやさしさ……」

　三人は必死で自分を納得させようとしていた。

　パンターが黙り、ひとしきり静せい寂じやくが訪れる。

　三人はしばらく、だれも口を利きこうとせず、その場に立ちつくしていた。




　　　　４




　ブラッドベリーは常々、自分の立場が不満だった。

　ライムは精神が幼すぎ、チェリーも奥手すぎる。

　疑ぎ似じとはいえ、女というものを小樽に教えられるのは自分しかいないと思っていた。

　小樽が本当の恋を体験する相手は自分以外あり得ないのだ。

「小樽だって、あたしを選ぶのが最良の選択だって、そのうち気づくさ」

　最初はそう気軽に考えていた。

　が、それはすぐに間ま違ちがいだと気づいた。

　理由は小樽がやさしすぎたことだった。

　ライムにも、チェリーにも小樽はいやな顔一つせず接する。

　邪じや険けんにするのは花形ぐらいだ。

「ううっ……」

　ライムやチェリーと一緒にいる小樽を見るたびに、ブラッドベリーは嫉妬を押し殺すのに苦労した。

　さらにブラッドベリーをイライラさせたのは、ライムが小樽に迷惑をかけるような行為をしても、それをかえって小樽が喜んでいるようなところだ。

　小樽は世話好きで実に甲か斐い甲が斐いしかった。

　それは、小樽にとって、乙女回路つきのマリオネットという、憧あこがれの〝女〟と寸分変わらない存在に出会えた喜びであったのだが、さすがにそこまでブラッドベリーは理解できなかった。

「ったく、小樽は人がいいんだから……」

　の一言で片づけてしまっている。

　しかし、それでも小樽のやさしさが敵側のセクサドールにまで向けられたとき、ブラッドベリーのイライラは頂点まで達した。

（このままじゃ、小樽はいつまでたってもあたしのものにならない！）

　ブラッドベリーは大胆である。

　遂ついに小樽を実力で奪うことを決心したのだ。




　その夜、小樽たちはまだあの研究室にいた。

　修理が終わったばかりの三人の大事をとって、朝までは研究室にこもっていることにしたのだ。

　城を失い、最高司令官を失ったジャポネスだったが、だからか、意外な覇は気きを見せ、侵攻してきたゲルマニア機甲師団に徹底抗戦の構えを見せていた。

　当初、一日でカタがつくと思われたジャポネス第二次侵攻は、結局日没を迎え、決着は明日以降に持ち越された。

　数と力で押してくるゲルマニア軍に対し、ジャポネス側は、残っていた桜おう花かと橘きつ花かのすべてを投入し、地の利を得て、巧みに市街戦を戦い抜いていた。

　とはいえ、それも最終的な抵抗には違いなかった。

「ライム、チェリー、ブラッドベリー……明日の戦いでこのジャポネスの運命が決まるんでぇい！　頼む！　このジャポネスを救ってくれ！」

　一応、成り行きとはいえ、小樽もこのジャポネスの侍さむらい大将の一人だ。家いえ安やすの遺ゆい言ごん通りこのままジャポネスを脱出することを潔いさぎよしとしなかった。

　最後の最後まで抵抗するつもりだった。

　その切り札が三人のセイバーマリオネット──

「ボクにまかせといて！」

「ゲルマニアの連中を必ず追い出しましょうね、マスター」

「…………」

　張り切るライムとチェリーに対して、ブラッドベリーはあまり反応を見せなかった。

　ブラッドベリーの頭の中は、そんなジャポネスの危機なんかよりも、小樽との個人的な幸せのほうに向かっていたのだ。




　ファサ……




「ん～……ん……」

　重苦しさを感じて、小樽は寝返りを打った。

　が、どうしたことか身体は動かない。

「ん……」

　なにかが自分の上に乗っているような感覚があった。

「ふふん……」

「…………？」

　甘い声が響き、小樽は意識を急速に覚かく醒せいしつつあった。

　やわらかい物体が小樽の上で動いている。

（えっ……!?）

　ようやく目を開けると、飛び込んできたのはブラッドベリーの顔だった。

「ブ、ブラッドベリー！」

「おや、小樽、起きちまったかい!?」

　ブラッドベリーが小樽の上に乗っていた。

　寝ている間にブラッドベリーに迫られるのはこれで二度目だ。

　だが、前のときよりもブラッドベリーの表情は真剣であった。

「な、なにを!?」

「小樽……あたしゃ、不安なのさ」

「えっ!?」

「あんたがあたしのことをどう思っているのかってね」

「オ、オレは……」

「わかってるさ。あんたはあたしのことも、ライムや、チェリーのことも三人とも同じくらい好きだって言いたいんだろ。でも、それじゃあアタシは納なつ得とくしない……いや、できない」

「ブラッドベリー？」

　ブラッドベリーは小樽をじっと見み据すえる。

　その目は切なそうになにかを訴えかけている。

「小樽……あたしを一番好きになっとくれ」

「ブラッドベリー……」

「あたしは小樽のことが一番好きさ！　小樽のためだったらどんなことだってできる。小樽にどんな扱いを受けてもそれを喜んで受けられる」

「ブラッドベリー……いったい」

「あたしを選んでよ、小樽！　小樽のやさしさがあたしゃ大好きさ。でも……酷こくだよ、小樽。それを他のマリオネットに向けられるのを見るのは……」

「ブラッドベリー……オレは……」

「小樽、あんたはやさしすぎるからね。それに優ゆう柔じゆう不ふ断だん……。だから、あたしのほうから夜よ這ばいに来たのさ」

「よ、夜這い!?」

「さ、小樽……」

　ブラッドベリーの手がゆっくりと小樽の下半身に伸びる。そのときだ。

「ね、ね、なにしてんの!?」

　いきなりヒョコッとライムが顔を出した。

「☆●×△＠％※！！！」

　偶然目を覚ましたライムがなにをしてるのかとのぞいただけだが、ブラッドベリーは声にならない声をあげる。

　最高に盛り上がった雰囲気でのいきなりの登場は、すべてをぶち壊すのにもってこいのタイミングだった。

「ねぇねぇ、なにしてんの!?」

「このォ！」




　ドンツ！




　ブラッドベリーは力任まかせにライムを突き飛ばした。

「きゃん！」

　ライムはそのままゴロゴロ転がって、チェリーに激突する。

「きゃーっ、なんなの、なんなの!?」

「ちぃっ！」

「お、おい、ブラッドベリー！」

　全員を起こしてしまったと知ると、ブラッドベリーはいきなり小樽をかつぎ上げて走り出した。

「あ、小樽！」

「ちょっと、ブラッドベリー！　マスターをどこに連れてくのよ！　こらっ！」

　慌ててライムとチェリーが起き上がる。

「なに、小樽がどうした……むぎゅっ」

　寝ぼけて飛び起きた花形を踏みつけて、小樽をかついだブラッドベリー、そしてライム、チェリーが外に飛び出していった。

「ううっ……みじめ……なんか最近、こんなのばっか……」

　床にめり込んで、花形はうめいた。




「待てーっ！」

「待ちなさい、ブラッドベリー！」

　深夜の街を、逃げるブラッドベリーを追って、ライムとチェリーが駆けていた。

　もちろんブラッドベリーは止まらない。

「ブラッドベリー、どこに行くんだ！」

　ブラッドベリーにかつがれて、身動きがとれないまま、小樽は叫んだ。

　ブラッドベリーは決意の表情でニヤッと笑うと小樽に言った。

「駆け落ちだよ、駆け落ち！　こうなったら、あんたとともにあたしゃ地の果てまで逃げるよ！」

「やめろ、やめてくれっ、ブラッドベリー！」

　膠こう着ちやく状態となり、戦闘音の消えていた街に小樽の声が響いた。
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　ティーゲル、ルクス、パンターの三人はジャポネス郊外に造つくられた、ゲルマニアのジャポネス侵攻軍のゲッテル大将の司令部にたどりついていた。

　三人を迎えたゲッテルは妙みように上機嫌だった。

「フフ……あの三人が来たか」

　その上機嫌さを副官のルーベンス少佐は奇妙な思いで見ていた。

　ゲッテルが彼女ら三人を日頃から嫌い、軍内部で将官に準ずる地位を与えられていることを公然と批判していたことを知っていたからである。

「いかがいたしますか」

「すぐ会おう。それと、ゲルマニア本国の総統閣下に連絡を。総統から、あの三人と出会い次第連絡するよう言われている」

「は、はっ！」

「それから、ルーベンス君」

「はあ!?」

　ゲッテルは笑みを浮かべると、楽しみだとばかりに言った。

「第七装甲輸送車の中にあるものを動かすように技師長に伝えてくれたまえ。フフフ……」

「はっ」

　ルーベンスは、それが侵攻途上でゲッテルが口にした〝総統閣下から戴いただいたもの〟であると見当をつけた。




「無事だったかね、諸君。総統閣下が心配しておられたぞ」

　作戦室で三人に会うなり、ゲッテルはにこやかな笑顔でそう言った。

　セクサドールの三人は黙っている。三人はこのゲッテルが気の抜けない男であることを知っていたからだ。

「諸君らの活躍で、我が師団は難なくジャポネスに突入することができた。明日には陥おとせるだろう」

「…………」

「まあ、そうきびしい顔をするな」

「…………」

「ふうむ……どうも諸君らは私の言葉では心を開かぬようだな」

「…………」

「ならば諸君らの唯ゆい一いつ主人であるあのお方のお言葉を戴くことだな」

「…………！」

　初めて三人の表情が変わった。

　ゲッテルの言葉が終わってすぐ、作戦室奥に置かれた大型モニターに映像が現れる。

「よくやった、三人とも」

　冷厳な声が響き、三人は身を乗り出した。

　そこには三人が愛いとしくて愛しくてたまらない男の姿が映し出されていた。

「ファウスト様！」

　ほぼ同時に三人は声を発していた。

　ファウストはやさしげな笑みを浮かべて彼女たちを見つめている。

　その瞬間、彼女たちの頭の中から小樽に対してのもやもやしていた想おもいがすべて吹き飛んでいた。

　ティーゲルも、ルクスも、パンターも……全員があらためて認識していた。自分たちはファウストなしには生きられない、と。自分たちは心の奥底までファウストの奴隷である、と。

「ジャポネス侵攻作戦はほぼ成功を収めつつある」

「はい」

「おまえたちは私の期待に立りつ派ぱに応こたえた」

「ファウスト様……」

「ティーゲル、ルクス、パンター……本当に今までご苦労だった」

「えっ!?」

　三人の顔が蒼そう白はくになる。

　ファウストは今、〝今までご苦労だった〟と過去形で言ったのだ。

　甘い想いは一気に奈な落らくの底まで突き落とされた。

「フ、ファウスト様!?」

「どういうことですか、ファウスト様!?」

「ファウスト様は私たちをお捨てになるのですか!?」

　三人は必死だった。

　ファウストはあくまで笑みを絶やさない。

「そんなことはない」

　ファウストの言葉は三人を一瞬安あん堵どさせる。

「捨てるなど……そんなことはせんよ。おまえたちは最後まで私のために役立ってもらう」

「えっ!?」




　ガチャ……




　ドアが開き、三体のセイバーが現れる。

　抜ばつ群ぐんのプロポーションを持った、今まで見たことのないセイバーであった。

　三体のセイバーはゲッテルの前に整列し、ティーゲル、ルクス、パンターのほうを向いた。

　その目には殺さつ戮りくと破壊のみを生業なりわいとする機械の冷たさしかなかった。

　ゲッテルが愉快そうに口を開いた。

「どうかな。ネオ・セクサドール〝レオパルド〟は!?」

「レオパルド!?」

　ゲッテルの言葉をファウストが続けた。

「我がゲルマニアの科学局はおまえたち三人を徹底的に研究した。ゲルマニアの地下で眠っていたおまえたちは他のセイバーではまるで歯が立たない性能を誇る。その原因はすべて乙女回路にあった。乙女回路のアクセラレーション機能はセイバーの能力を数倍に高めるのだ。ただ、乙女回路には弱点があった。それは感情だ」

　小樽がもっとも感動した、乙女回路によって創つくられる〝感情〟は、ファウストにとっては邪じや魔まなものでしかなかったのだ。

「感情はしばしば戦闘力の低下を引き起こす。だが、その弱点をついに我がゲルマニア科学局は克こく服ふくした。乙女回路の弱点を解消した、突極のアクセラレーター──〝女帝回路〟」

「女帝回路!?」

「それを装備した最初のセイバーが〝レオパルド〟というわけだ。レオパルドの実験台として、せいぜい奮闘してくれたまえ。以上だ」

　通信が切られるのを恐れて、ティーゲルが叫んだ。

「ファウスト様！　ファウスト様はもう私たちを愛してくれてはいないのですか！」

　ルクスもパンターも次々に叫ぶ。

「私たちが失敗を重ねたのでお嫌いになられたのですか！」

「どんなことでもします！　お願いです、ファウスト様！　捨てないで！」

　三人は悲痛な表情で必死に哀願した。

　三人の言葉を黙って聞いていたファウストから笑みが消える。

　ファウストはただ一言、冷たく言い放った。

「あきたのだ、おまえたちには」




　ツッ……




　通信は切れ、ファウストの映像は消えた。

「ファウスト様！」

　それでも三人はモニターから目を離そうとはしなかった。

　その場にへたり込む三人にゲッテルが声をかけた。

「では、諸君。ゲルマニア軍人として、最後の務めを果たしたまえ。おまえたちの戦いによって得られたデータはよりゲルマニアを栄光へと近づけるであろう」

「ふざけるなっ！」

　パンターが激げつ昂こうしてゲッテルに打ちかかる。




　ドカッ！




　だが、叩き飛ばされたのはパンターのほうだった。

「うわーっ！」

　そのまま司令部の壁を突き破り、外に飛ばされた。

　横からレオパルドの一体がパンターを上回るパワーとスピードで、パンターに拳こぶしを打ち込んだのだった。

「フフフ……やれ」

　ゲッテルの声に、レオパルドがそれぞれのセクサドールに接近した。

「ちいっ！」

「クッ……」

　ティーゲルもルクスも起き上がって、レオパルドの攻撃を受け止めようとする。

　だが、レオパルドが繰り出した拳は、二人の予想をはるかに上回る威力を持っていた。




　ドカァァァァァッ！

　ドォォォォォォォォォォォォォン！




「ぐわーっ！」

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　小樽の修理は完かん璧ぺきで、決してティーゲルたちの能力が低下していたわけではない。それでも二人はパンターと同じく、外に叩き出された。

「お、おのれ……」

「ううっ……」

　ただの一撃で、ティーゲルも、パンターも、ルクスも、動力系統が大きく破損していた。戦闘力の低下は甚はなはだしい。

「私たちはここで死ぬの……」

　よろよろと起き上がるルクスの目は近づいてくるレオパルドの姿をとらえていた。

「ファウスト様に捨てられ……それもいいか」

　ティーゲルが自じ嘲ちよう気ぎ味みに言う。

「ううっ……」

　パンターは肩をふるわせ泣いていた。

　ファウストの冷たい表情が思い出される。

　絶望が三人の心を覆おおったとき、だがしかし、わずかな光を三人は同時に感じていた。

（えっ……？）

（あっ……!?）

「……あいつ」

　三人の心に浮かんだのは微笑ほほえんだ小樽の顔だった。

「最さい期ごになって……あいつのことを……」

　このティーゲルのつぶやきが、セクサドールたちの最期の言葉──とはならなかった。




　ズォォォォォォォォォォォォォォッ！

　ドカァァァァァァァァァァァァァァァッ！




「なにっ!?」

　突とつ如じよ飛び込んできた砂煙がレオパルドを次々と弾はじき飛ばす。

「くっ!?　奇襲か!?」

　思わずゲッテルが叫ぶ。

「なんだ!?」

　訝いぶかしがるセクサドールの目に飛び込んできたのは、小樽をかかえたブラッドベリーと、それを追ってきたライムとチェリーの姿だった。

「駆け落ちだよ、小樽！」

「待てぇぇぇぇっ！」

「待ちなさいよ、ブラッドベリー！」

「いいかげんにしてくれ～っ！」

　ドタバタな登場に、思わずセクサドールの目が点になった。
















第五章　愛……それは強く！
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　城じよう塞さい変形ジャポネスガーが抜け出たジャポネス城は、ちょうど天てん守しゆ閣かくのところがポッカリと穴が開いていた。

　底はかなり深い。

　穴の中の壁では、さまざまな機械類のランプが明めい滅めつを繰くり返している。

　不ぶ気き味みな静せい寂じやくがあった。

　さすがにここまではまだゲルマニア侵攻軍の侵入を許しておらず、機械の動きは正常のようだった。




　ピキィン……ピキィン……ピキィン……




　先ほどからかすかな機械音が響いていた。

　まるで時報のようだ。

　いや、それはまさに時報であった。




　ピキィン……ピキィン……ポーン！




　時を知らせる音が響き、穴のあちこちで機械がその本来の目的のため、動き始めた。




　ドガガガガガガガガガガガガガガガッ！

　ゴガァァァァァァァァァァァッ！




　巨大な歯車が回転し、ランプの明滅は数十倍も激しくなる。

　そして、驚いたことに、穴の底の床がせり上がってきたではないか！




　ガゴォォォォォォォォォォォォォ……




　床はぐんぐんせり上がり、ついには地上に飛び出した。

　それでもまだ止まらない。




　ガゴォォォォォォォォォォォォォォッ！




　一〇メートル、二〇メートル、三〇メートル……五〇メートル！




　ゴゴォォォォォォォォ～ン！




　ちょうど元の天守閣の高さにまで達して、ようやく床のせり上がりは止まった。

　かつて天守閣があったところには、真っ白な直方体の物体がそびえていた。

　さらに、よく見れば、その直方体の上には人影があった。

　それも二つ。

　シルエットから、どうやらセイバーらしいことがわかる。

　桜おう花か、橘きつ花かに似たフォルムだが、より装飾が豪華なようだ。

「…………」

　二体は、なにごとかうなずき合っていたが、次の瞬間、そこから地上に向かって飛び降りてしまった。

　だが、心配は無用だった。




　シュゴォォォォォォォォォォォォォッ！




　二体の背中のバーニアが一いつ斉せいに噴射を始める。

　恐るべき推すい力りよくで、二体の身体からだはふわりと浮き上がった。




　シュゴォォォォォォォォォォォォッ！




　そのまま二体は地面と平行に飛行を始める。

　この星、テラツーにおいては、それは無む謀ぼうとしか言いようがない行為だった。

　いつ何なん時どき発生するかわからないプラズマ雲は空中を飛ぶものをまず最初の獲え物ものにする。

　いかな絶縁体といえども、その直撃を受けたらひとたまりもない。

　テラツー初期に飛行機等の開発が断念されたのはそういう事情があってのことだった。

　今、かの二体はそういった自然の脅きよう威いをすべて無視して飛行をしているのだ。

　そうまでして、なぜ二体は……!?

　幸いなことに未いまだ、プラズマ雲の攻撃は受けていなかった。

　二体の進路の遥はるか先には、ゲルマニア侵攻軍の司令部があった。
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　それはいつもの見慣れた光景であったかもしれない。

「小お樽たるぅ、あたしがいいだろ！　あたしとの駆け落ち、成功させようよ！　ほら、小樽、あたしだったら毎晩こんなことしてあげるよォう」

「わっ、ブラッドベリー！」

　ブラッドベリーが小樽の顔をギュッと自分の胸の谷間に押しつけた。

「キィィーッ！　ブラッドベリー、マスターから離れて！」

　チェリーがヒステリックに金切り声をあげる。

「そうだよ、ブラッドベリー！　そのくらい、ボクだってできるもん！　小樽を独ひとり占めするのはダメッ！」

　あいかわらず少しズレた感覚ながら、ライムもぷんぷん頰ほおをふくらませて叫んだ。

　そんな二人に対して、ブラッドベリーは冷ややかな視線を向ける。

「はん、ガキどもは黙っといで！　ここからは大人の時間だ！　さっさとどっか行っちまいな！」

「なによ、バカなこと言ってないでさっさとマスターから離れなさいよ！　チチとオシリばかりおっきくて、頭のほうに回路が伝わらないんじゃないの！」

「小樽はボクの！　ボクの！　返してよ、ブラッドベリー！」

　いつもの痴ち話わ喧げん嘩か……いつもの見慣れた光景……だったろう。いつもだったら！

「いいかげんにしろっ、三人とも！　まわりを見ろよ！　やばいぜ！」

　一人冷静に状況を知った小樽が叫んだ。

　そう、状況は甚はなはだ問題だった。

「…………」

　三人のセクサドール──ティーゲル、パンター、ルクスは目を点にして見ている。

　それはゲッテルや副官のルーベンスにしても同じことだ。

「あら、ここ？」

「そういやぁ、ジャポネスからずいぶん離れちまったなぁ」

「あ、あいつらがいるよ！」

　ライムたちもようやく周囲の状況に気づいたようだ。

「どうやら敵の本陣に来ちまったらしいぜ！」

　小樽は目ざとくゲッテルの階級章を見て言った。

　小樽たちはちょうどティーゲル、パンター、ルクスの三人をかばうように、セクサドールたちとゲッテルたちの間に入り込んでいた。

　ゲッテルの横には三体のレオパルドが倒れている。




　ガチャ……




　レオパルドはゆっくりと起き上がった。

　ブラッドベリーたちに奇襲のような形で吹っ飛ばされただけで、大したダメージは負っていないようだった。

「フフフ……ふははははははははははっ！」

　我に返ったゲッテルは、蔑さげすむように笑った。

「これは、これは。実に歓迎すべきお客様だな！　おまえたちが噂うわさの三体のセイバーマリオネットか」

「おまえは誰でぇい!?」

　小樽がゲッテルをにらみつけて叫んだ。

「帝国大将ゲッテル・フリーザム。このジャポネスの愚おろかなる人民の運命をファウスト様よりまかされた者だ」

「けっ！　たいそうな物の言い方だぜ！　気にくわねぇ！」

「フッ。おまえのような下か等とうな猿にはわかるまい！　我らゲルマニアのエリートは選ばれた存在なのだ！　貴き様さまに比くらべれば、私は神と言ってもいいのだぞ！　私を崇あがめろ！　そうすれば猿から人間くらいまでは進化させてやってもよいがな。ふははははははははっ！」

「いちいち腹の立つオッサンだぜ！」

「さてと。さっそくだが、諸君らには死んでもらおう。レオパルドの実験材料が増ふえた……それだけのことだな」

　ゲッテルの言葉が終わるか終わらないうちに、ザッと三体のレオパルドが動いた。

「いっ!?」

　小樽が気づいたときには、もうレオパルドは眼前にいる。




　ガシィィィィィィィッ！




　がしかし、小樽の心臓を停止させるはずの手刀は、ライムによって受け止められていた。

「なにっ!?」

　あくまで無表情なレオパルドの代わりに、ゲッテルが怪け訝げんな表情を浮かべた。

　ゲッテルの知るライムのデータでは、レオパルドの手刀は止められないはずなのだ。

「小樽に手を出すなっ！」




　ガシュゥゥゥゥゥゥッ！




　続けざま繰り出した回し蹴げり──これは逆にレオパルドによって完璧に止められてしまっていた。

　そのころには、ブラッドベリーもチェリーも他の二体のレオパルドに飛びかかっていた。

「このォ！　小樽に手を出してくれたお礼、させてもらうよ！」

「マスターを亡なき者にしようだなんて、許せませんわ！」




　ガシィッ！

　ガシュゥゥゥッ！




　だが、ブラッドベリーとチェリーの動きはレオパルドによって完全に読まれていた。

「なにっ!?」

「えっ？」

　ブラッドベリーの拳を、チェリーの蹴りを確実に受け止めると、それぞれのレオパルドは逆に拳と蹴りを放ってきた。




　ドカッ！

　ガシィィィィッ！




「うわっ！」

「きゃぁぁぁぁぁぁっ！」

　レオパルドの攻撃をまともに受けて、二人は大きく吹っ飛ばされた。

　同じく──




　ドゴォォォォォォォッ！




「わぁぁぁぁぁぁっ！」

　ライムも背中から地面にめり込む。

　やはりレオパルドの拳をまともに受けてしまったのだ。

「フ……杞き憂ゆうに過ぎぬか。所しよ詮せん、乙女回路など低レベルの回路に我がゲルマニアの開発した女帝回路が劣るはずがない」

「女帝回路!?」

　小樽が怪け訝げんな表情をする。

　反対に、ゲッテルが得意気に叫んだ。

「そう！　我がゲルマニアの科学局が総力をあげて作り出した、乙女回路を上回る究極のアクセラレーター！　乙女回路の弱点はこの女帝回路によって完全に補完された！」

「乙女回路の弱点だって!?」

「小僧、気づかぬか！　乙女回路は感情によって制せい御ぎよされる！　そんなつまらぬものがあるためにどれだけのパワーが抑よく止しされるか！　戦闘機械に感情はいらぬわっ！」

「違う！」

「なにっ!?」

　小樽は怒り心頭に発したような表情でゲッテルをにらみつけていた。

「おまえらは根本的に間違っている！」

「なんだと！」

「ライムもチェリーもブラッドベリーも……ティーゲルやルクス、パンターたちだってそうだ！　彼女たちは戦闘機械なんかじゃねえ！　訂正しろっ！」

　その言葉を聞いて、今まで呆ぼう然ぜんと戦いを見つめていたティーゲルたちがハッと顔をあげた。

「乙女回路を持ったマリオネットたちは人間と同じなんだ！」

　小樽は熱っぽい口調でそう言い切った。

　だが、ゲッテルはあくまで冷ややかだ。

「フハハハ……下等なる人種はおもしろいことを言う！」

　ゲッテルは興味を持ったように小樽に近づいた。

　小樽はキッとゲッテルをにらみつけている。

　ゲッテルの太い腕が、グイッと小樽のアゴをつかみ上げた。

　ゲッテルはなかなかの膂りよ力りよくの持ち主だった。

「くっ……」

　ゲッテルは軽けい蔑べつしたように小樽の顔を見ると目を細めて、からかうような口調で言った。

「小僧、もう一度言ってみろ。マリオネットと人間が同じとな」

「うっ……うう……少なくともライムたちのほうが……う……おまえなんかよりずっと人間らしいぜ……うう……」

　しゃべるとゲッテルの手がノドに食い込んで、息苦しくなる。

　それでも小樽は言わずにはいられなかった。

「ふん……おまえのような頭の悪い下等な猿に一度とはいえ、我がゲルマニアが敗はい北ぼくしたとは……」

　ギリギリとゲッテルは腕に力を込めた。

「うっうっ……」

　アゴをしめつけられ、小樽が顔をしかめる。

「反ヘ吐ドが出るわ！　ゲスが！」

「うるせーっ！」

　いきなり小樽が腕を振り上げて、ゲッテルの顔めがけて拳を放つ。




　ドゴッ！




「うがぁっ！」

　それはタイミングよく近づいてきたゲッテルの顔にめり込んだ。

　ゲッテルは小樽を放し、後ろにひっくり返った。

　ゲッテルの理論からすれば、猿が人間に反抗するなど考えられないことだった。非ひ力りきで愚かな猿は殺されるとき、自みずからの愚かさを悔くいて、甘んじてその運命を受け入れるはずだったのだ。

　小樽が叫ぶ。

「これが感情だ！　この熱さがおまえにわかるか！　彼女たちを理解しようとしない、おまえなんかマリオネットよりもはるかに劣るっ！」

　なおもゲッテルに飛びかかろうとした小樽だが、それは走り込んできたルーベンスに阻はばまれた。

「小僧！」

　ゲッテルはいつの間にか拳けん銃じゆうを手にしていた。

「下等動物のくせにこの私に手をかけた罪は重いぞ！」

　ゲッテルはためらいもなく引き金を引く。




　ドギュュュュュュン！




　しかし、それは小樽に届くことはなかった。

　小樽の前に突き出された掌てのひらによって止められていたのだ。

「えっ!?」

　拳銃の弾を止めたのはティーゲルの手だった。

「貴様ら……！」

　ゲッテルが怒りにふるえてにらみつける。

　だが、ティーゲル、そして横に並んだルクス、パンターはそれを平然と受け止めた。

　その顔から、あのあきらめきった表情は消えていた。
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「貴き様さまら、ゲルマニアを裏切るのか！」

　ゲッテルがセクサドールたちを見み据すえ、叫んだ。

「裏切る!?」

　ティーゲルがゲッテルの言葉を鼻で笑った。

「我ら三人、ゲルマニアに忠ちゆう誠せいを誓ちかったことは一度もない」

「なにっ!?」

「我らが唯一従うべき御お方かたはファウスト様だけ……そのファウスト様に捨てられた今、我らを束そく縛ばくする、他になにがあろうか！」

　ルクスがティーゲルのあとを受けて言う。

「少なくとも、この小僧よりも、ゲッテル……貴様を殺すのが先決」

「覚悟しやがれ！」

　パンターが拳を叩たたいて吠ほえた。

「ふふん！」

　ようやく冷静さを取り戻したゲッテルが、そんなセクサドールたちを見て、鼻で笑う。

「どうしようというのかな。先ほどまでレオパルドにボロボロに負けていたおまえたちが」

「我らを甘く見るな！」

「少なくとも戦闘経験では私たちのほうがずっと上」

「こざかしい！　やれ、レオパルド！」

　ゲッテルの命令一下、レオパルドが一いつ斉せいにセクサドールたちに襲いかかった。




　シャッ！




　それを大きく背後に跳とんで、ティーゲルたちはかわす。




　シャッ！　シャッ！




　レオパルドはかまわずさらに攻撃をしながら突っ込んでいく。

　誰が見てもセクサドールたちが押されている。

　が──

「伏せて、みんな！」

　ルクスの声が飛ぶ。

　三人は一斉に地面に身体を密着させた。

「なにっ!?」




　ヴァヴァヴァヴァヴァヴァヴァヴァッ！




　闇やみ夜よのため、まったくわからなかったが、いつの間にかプラズマ雲が発生していた。

　そして、雲からプラズマ波が放たれる瞬間をルクスは経験上得たデータから知っていたのだ。




　バリバリバリバリバリバリバリバリッ！




　プラズマ波が襲ったのは、地面に伏せたセクサドールたちでも、倒れていたライムたちでもなかった。

　レオパルドの三体だった。

「ぬぅぅっ！」

　初めてゲッテルの口から焦あせりの声がもれた。

　プラズマ波を受けて、レオバルドの身体が放電していた。




　シュゥゥゥゥゥ……




　ようやく放電が消え、レオパルドは動かなくなった。

「やった！」

　小樽の顔に喜びの笑みが浮かび、ゲッテルの顔に焦しよう燥そうが浮かんだ。

　しかし、それは一瞬のことだった。




　ガシッ……




「えっ!?」

　ふたたびレオパルドが起き上がる。

「バカな！」




　カッ！




　レオパルドの開いた口から、凄すさまじい電撃が放たれる。




　バババババババババババババババババッ！




「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　電撃にまき込まれ、ティーゲルたちは地に転がった。

「ふはははははははははははははっ！　甘く見ていたのはそっちだったな！」

　ゲッテルの勝ち誇った声が響いた。

「一時はどうなるかと思ったが、プラズマ波が許容値以内だったらしい」

「き、許容値!?」

「レオパルドには対プラズマ波用の放電システムが備えられているのだよ！　我がゲルマニアの科学力の勝利だ！」

「うう……」




　ガシィ……ガシィ……




　倒れたティーゲルたちに向かって、レオパルドはゆっくりと近づいていく。

「やめろっ！」

　その前に小樽が手を広げて、立ちはだかった。




　　　　４




　ゲルマニア中央にある総統府の横には、どの官庁にも属さない奇妙な医院がある。

　表向きこの医院は総統個人の健康管理のためのものとされていたが、これにはもちろん裏があった。

　総統直属の秘密研究所なのである。

　かの、ジャポネスで家いえ安やすを負傷させた、総統自らのクローンを使った人間爆弾などはここで開発された。

　今、この研究所がもっとも力を入れている研究がある。

　それは乙女回路の研究であった。

「すると、ドクター・ヘス。キミはまだ女帝回路が不完全だと言いたいのかね」

　研究所の廊下を二人の対照的な体格の男が歩いていた。

　一人は堂々たる体たい軀くを誇る、偉い丈じよう夫ふ──ゲルマニア総統ファウストその人だった。

　そして、もう一人は、貧弱という言葉がこれほど似合う人物もいない、と修飾されてしまう身体からだの持ち主──この研究所の所長を務める、ドクター・ヘスであった。

「そうは言っておりませんがね、総統。ただ、もうしばらく研究をしてから世に出したかったと言っているだけですよ」
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　ヘスはどこか皮肉っぽい口調で答えた。

　たとえ、ゲルマニア臣しん民みんから神と崇あがめられている総統を相手にしても、この貧弱な老人の口調は変わることはない。

　この老人に対してだけは、ファウストもそれをいちいちとがめたりはしなかった。

　ゲルマニアが他の国家に対して、軍事的に優位でいられるのは、ほとんどこの老人のおかげといっても過言ではなかったからだ。

「総統、はっきり申しまして、現レベルにおいては女帝回路は乙女回路をはるかに超えたアクセラレーション機能を持っております。しかし、それが将来にわたってそうかと尋ねられますと、私としては〝はい〟と言いづらいのですよ」

「どういうことかね!?」

「乙女回路にはブラックボックスが多すぎるということです」




　シャッ……




　二人の前で自動ドアが開く。

　正面の壁に巨大な立体映像がある。

　それは乙女回路の完全なＣＧだった。

「まだ我々は乙女回路の全部を解明したわけではないのですよ」

　ヘスが手近なコンソールパネルを操作すると、ＣＧの一部が赤く光る。それはだいたい全体の三分の一ほどだ。

「今、赤くなっている部分が今後も研究余地ありの箇所です」

「ふうむ」

　わずかにファウストが眉をひそめた。

「ただし、これらは初期の段階で確認された、例の〝感情〟を制御する部分ですがね」

「感情か……そんなものは必要ない。完璧な兵士は無感情の者がふさわしい」

「それはそうですが……。ただ、私は思うのですよ、総統。その感情というヤッにひょっとしたらとんでもない力があるかもしれないと」

「キミがロマンチストだとは知らなかったよ、ヘス君」

「ははは……この歳になると逆にいろいろ考えることがありまして。私は乙女回路というのはね、他の三分の二の、パワーをアップするアクセラレーション機能はただの付加価値で、この〝感情〟のためだけに作られたとも思ってるのですよ」

「…………」

「私とて、〝女〟というものはよく知りませんがね。ひょっとしたら、その女というものが感情によってとんでもないことをやってしまう種族だとしたら……」

　皮肉っぽい目つきでヘスはファウストを見た。

「総統はご存じなのでしょう!?」

　だが、ファウストはわずかに笑みを浮かべたのみで、決してそれに対する答えを口に出すことはなかった。
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　小樽は大の字に手足を広げて、キッとレオパルドをにらみつけていた。

「小僧……」

「おまえ……」

　ティーゲルたちがうめきながら小樽を見た。

「死ぬぞ！」

「大丈夫さ！」

　もちろん、自分の行為がおそらくなんの意味もなさないことは小樽自身わかっていた。

「来るなッ！」

　それでもやらずにはいられなかったのだ。

「小樽……！」

「マスター、だめ……！」

「小樽ぅ！」

　倒れていたライムたちも必死に顔を上げる。

　彼女らは先ほどのレオパルドの攻撃のダメージから立ち直っておらず、それが精せい一いつ杯ぱいだった。

　小樽は、そんな彼女たちの呼びかけに、スッと振り返って、微笑ほほえんだ。

「太古、男は女を守ったそうだぜ！　あたりまえのことをしてるだけでぇい！」




　ドクン……ドクン……ドクン……




　その笑みがライムの、チェリーの、ブラッドベリーの、さらにはティーゲルの、ルクスの、パンターの胸に熱いものを注ぎ込んでいた。




　ドクン……ドクン……ドクン……




　乙女回路が激しく鼓動し始め、高鳴っていくのがわかる。

「死ねッ、小僧！」

　ゲッテルの叫びとともに、レオパルドが一斉に小樽に向かって走った。




　シャァァァァァァァァァァァァッ！




「やめろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　ライム、チェリー、ブラッドベリー、ティーゲル、ルクス、バンターの六人から、声がほとばしっていた。

「なにっ!?」

　六人の身体が光に包まれる。

「みんな！」

　小樽の声を受けて、六人は立ち上がる。

　そして──

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　レオパルドに向かって拳を放っていた。

　ライムとティーゲルが、チェリーとルクスが、ブラッドベリーとパンターが。




　シュォォォォォォォォォォォォォォン！




　それぞれの拳から飛び出した光はレオパルドに激突した。

　そのままレオパルドの身体が弾はじき飛ばされ、後方の司令部の壁に突っ込む。




　ドガッ！　ゴガァァァァァァン！




「ぬうっ！」

　焦るゲッテルが振り向くと、瓦が礫れきの中でレオパルドは動かなかった。

「なにが起こったというのだ!?」

　愕がく然ぜんとしてゲッテルは小樽たちのほうを見た。

「むっ！」

　ゲッテルが見たのは、立ったまま動かなくなったセイバーとセクサドールたちの姿だった。

「体内のエネルギーを一気に放出したというのか！　まさか、そんなことができるはずが……」

　さすがのレオパルドにもそんな機能はついていない。

　だが、すぐにゲッテルは気づいた。

　今、そんなことを考えている場合ではないことを。

「警備のセイバーを！　赤毛を！」

「はっ！」

　レオパルドもダメージを受けて動けないが、敵もエネルギー切れで動くことはできない。

　ならば──というわけだ。




　ガシッ、ガシッ、ガシッ、ガシッ……




　ルーベンスからの連絡を受け、警備のクリーガァⅡが集まってくる。

「ライム！　チェリー！　ブラッドベリー！　ティーゲル！　ルクス！　パンター！」

　小樽は六人の身体を揺すっていた。

　もちろん、自分一人だけ逃げるという考えは小樽にはない。

「オ・タ・ル……ニ・ゲ・テ……」

　ほとんどゼンマイの切れかかったような声でライムが言った。

　が、小樽は首を振る。

「絶対に逃げねえぞ！」




　ガシッ、ガシッ、ガシッ、ガシッ……




　クリーガァⅡ──赤毛たちはどんどん集まってくる。

「やつらを殺してしまえ！」

　赤毛が小樽たちを包囲した。

　今度の今度こそ、絶体絶命だ！

　けれど──




　キィィィィィィィィィィィィィィィィン！




　耳みみ障ざわりな空気の振動音が響く。

「なにっ!?」




　キィィィィィィィィィィィィィィィィン！




　逆転に次ぐ大逆転！

　低空を謎なぞの飛行物体が突っ込んできたのだ。

「空を飛んでる!?　まさか！」

　またしてもゲッテルは愕然とした表情をとらされることになった。

　飛んできたのは、ジャポネス城跡から飛び立ったあの二体のセイバーであった。

　それは美しいセイバーであった。

　優美な着物を着て、かつての花おい魁らん太夫だゆうもかくやという姿だ。




　カシャッ！

　シュォォォォォォォォォォォォォン！
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　袖そでから次々とミサイルが発射される。




　ドゴッ！　ドガッ！　ドゴォォォォン！




　ミサイルは着弾すると、凄すさまじい煙えん幕まくをあげた。

「なんだ!?　なんとかしろ!?」

「だめです！　センサー不能！　赤毛たちが相手をとらえることができません！」

「おのれっ！」

　煙の中で、二体の美しいセイバーは小樽の前に降り立っていた。

　セイバーが口を開いた。

「我が名は玉たま三さぶ郎ろう」

「我が名は梅ばい幸こう」

「えっ!?　えっ!?」

「小樽、ケガはないかな？」

「小樽殿、無事でなによりじゃ」

　美しく、涼やかな声が小樽の耳にとどく。

　だがその口調には小樽は聞き覚えがあった。

「えっ？　ま、まさか……」

　そう、小樽のよく知っている人間！

「将軍様!?　彦ひこ左ざさん!?」

　啞あ然ぜんとなる小樽の前で、二体のセイバーはにっこりと笑った。
















第六章　乙女のパワーで超勝利！
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「いったい、こりゃどうなってるんだ!?」

　もうもうと立ちこめる煙の中で、玉たま三さぶ郎ろうと梅ばい幸こうを前にして、小お樽たるは、呆然となっていた。

「将軍様も彦ひこ左ざさんも死んだんじゃ……？　はっ！　まさか、幽霊！　わーっ、ナンマンダブ、ナンマンダブ！　成じよう仏ぶつしてくれぇい！」

「小樽、おぬしはちとそそっかしいところがあるのう。それが心配じゃ」

「我らは幽霊などではないぞ」

　玉三郎と梅幸は美しい女性の声で言う。

「じ、じゃあ、本当に将軍様と彦左さんなのかい!?」

「正確に言えば思考パターンのコピーじゃ」

「はあ？」

「クローン技術の応用じゃよ。わしと彦左の思考パターンを解析し、それをセイバーマリオネットの頭脳にコピーしたんじゃ。オリジナルの本体は死んでしまったが、わしの意識そのものはこのセイバーのコンピュータの中で生きておるのじゃ。いわば疑ぎ似じクローンじゃな」

「将軍様の先見の明のおかげじゃ。わしらの肉体は死んだが、意思は死んでおらん！」

「わしはこのシステムがあったので、長いこと後継者を決めなかったのじゃよ」

　小樽は二人の話の間、怪け訝げんそうな表情をしていたが、次の瞬間には大きくうなずいていた。

「なんだかよくわからねえけど、とりあえず将軍様も彦左さんも生きていたんだな！　こいつはめでてえぜ！」

　あまり細かいことにこだわらないジャポネスっ子の性格がこういう事態にはプラスに作用する。

　だが、そんな小樽を戒いましめるように玉三郎は言った。

「喜んでばかりはいられぬぞ！　今のうちに態勢を立て直さねば、ここで命を落とすことになる」

「でも、どうすれば……!?」

「小僧……」

　かすかな声を聞き、小樽がそちらを向いた。

　声を発したのは倒れているティーゲルだった。

「ティーゲル!?」

「我らの残っているエネルギーを集めれば、一人くらいは動けるようになる……」

「えっ!?」

「時間がない……さっさとエネルギーを集めろ……」

「だけど、だれに？」

　倒れた六人のマリオネットを調べていた梅幸が叫ぶ。

「ライムじゃ！　彼女が一番ダメージが少ない！」

「ライム……！」

「オ・タ・ル……」

　小樽の呼びかけに、ライムはニッコリ笑った。

「梅幸」

「はっ」

　玉三郎と梅幸はうなずき合うと、素す早ばやく残りの五人をライムのまわりに集めた。

　チェリーが、ブラッドベリーが、ティーゲルが、ルクスが、パンターが、ライムの身体に触れる。

「ライム……マスターをお願い……」

「くやしいけど……ここはあんたしかいないよ、ライム……」

「受けろ、我らのエネルギーを……」

「早く……」

「あのゲッテルの野郎を許すな……」




　シュォォォォォォォォォ……




　ライムの身体が、まるでオーラをまとったかのように発光した。

　全員のエネルギーがライムに流れ込む。

「みんな……ボク、がんばる！」

　拳こぶしを握りしめ、ライムが立ち上がった。




　立ちこめた煙がようやく晴れたとき、ゲッテルと彼の軍団の視線に映ったのは、颯さつ爽そうと立つ三体のセイバーと小樽の姿だった。
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　この時間、上空のプラズマ電離層の影響か、通信状況は凄すさまじく悪い。

　ゲルマニア本国と、ジャポネス侵攻部隊の間ではまるで連絡がとれなくなっていた。

「どうした!?」

「通信は回復しないのか!?」

　部下たちが右う往おう左さ往おうする中、一人、ファウストだけは落ち着き払った表情で作戦モニターを見つめていた。

　そこにはジャポネスの地図が映っている。

　外壁から少し離れたところに緑の点滅があり、それがゲッテル率いるジャポネス侵攻軍の本部だ。さきほどまで、ここには三つの赤い光点も存在していた。その三つの赤い光点は、ファウストの野望を成じよう就じゆさせるために必要となるはずの秘密兵器〝レオパルド〟の活動を示すものであった。

　それが消えた。

「……破壊されたということか」

　ファウストの脳裏に、あのドクター・ヘスの言葉が浮かぶ。




『女というものが感情によってとんでもないことをやってしまう種族だとしたら……』




（女……くだらぬ！）

　ファウストがわずかに口くち許もとをゆがめた。

（乙女回路を持ったマリオネットは〝女〟ではない！　マリオネットはマリオネットだ！）

　なおも作戦モニターを見つめる。

「！」

　不意に、緑の点滅にかぶるように、赤の点滅が一つだけ甦よみがえった。

「総そう統とう閣かつ下か！　通信は未いまだできませんが、我が軍の状況だけはなんとか……」

「うむ」

　いつの間にか、ファウストは胸の前で拳を握りしめていた。

「感情など必要ない……女帝回路は決して乙女回路には負けぬ」

　赤い光点を見つめながら、ファウストはつぶやいた。
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　前方を赤毛の大群が埋め尽くしている。

　それに対して、味方は三体──玉三郎、梅幸、ライムだ。

　敵の後方で、ゲッテルが狂信的な笑みを浮かべて叫んだ。

「ふははははははははははははははははっ！　愚かな猿どもめ！　我が機甲師団相手にたった三体で立ち向かおうというのか！　ボロクズのように死んでしまえ！」

　ゲッテルが腕を振り下ろすと、赤毛たちが前進を開始する。




　ザッ、ザッ、ザッ、ザッ……




　赤い波がライムたちめがけて殺さつ到とうしてきた。

「来やがった！」

　小樽が焦ったように叫ぶ。

　だが、玉三郎と梅幸は落ち着いていた。

「こっちも奥の手を出すぞ！」

「えっ!?　奥の手？」

「わしらの復活もそうだが、このジャポネスにはまだまだ秘密があるのじゃ！」

「ええっ!?」

「ファイヤー！」

　玉三郎が空に向かってなにかを放つ。




　シュポーン！

　パァパァパァ～～～～ン！




　それは花火だ。

　真っ暗な上空に美しい花火が大きく広がった。




「う～ん？　みんなどこに行っちゃったのかな？　お～い、小樽クゥ～ン！」

　トボトボと花はな形がたが情けない表情で歩いている。

　あのローレライの研究所の床にめり込んでいた花形はようやく復活して、小樽を探しに出てきたのだ。

　花形はジャポネス城のそばまで来ていた。

「ん？」




　パァパァパァ～～～～ン！




「花火!?」

　空に広がった花火を、花形はポカンとした表情で見つめた。

　そのときだ。




　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……




　突然、振動音が響く。

「なんだ、なんだ!?」

　見れば、天てん守しゆ閣かくの場所にある白い直方体の建物が身震いしていた。

「なんだ、ありゃ？　お城のところに白いビルが……？」




　ガガガガガガガガガガ……




　振動は激しくなり、やがて──




　パンパカパ～ン！




　ファンファーレとともに白い壁が一気に落ちた。

「いっ!?」

　なんと白い壁に見えていたのは垂れ幕だったのだ。

　中から現れたのは、前と寸すん分ぶん変わらないジャポネス城の天守閣だった。

「お城！　お城が元に戻った！」

　花形が呆ぼう然ぜんとなって、復活したジャポネス城の天守閣を見つめる。

　だが、驚くのはまだ早かった。




　シュポッ！　シュポッ！　シュポォォッ！




　いきなり轟ごう音おんとともに、城は分離し、空に浮上した。

「うそっ！」

　そのまま城はパーツごとに一気に空の彼方かなたに飛び去ったではないか。

「ハラホロヒレハレ～！」

　花形は、驚きのあまり、しばらくわけのわからない踊りを踊っていた。




「来たぞ！」

「いっ!?」

　小樽が空を見上げて目を丸くした。

「ハラホロヒレハレ～！」

　こっちでも小樽が思わず踊りそうになる。

　金のシャチホコを先頭にして、建物のパーツが飛んでくるのだ。

「な、な、なんだ、ありゃ？」

「城じゃよ」

「城ォ!?」

「ジャポネス城の天守閣はやられても常日ひ頃ごろからちゃんとスペアがあるのじゃ」

「スペア!?」

「そうじゃ。敵の目をごまかすためにとりあえずは隠しておいたがの。そして、そのすべてはこのジャポネスを守るための秘密兵器じゃ！」

「空なんか飛んで大だい丈じよう夫ぶなの？」

「ゲルマニアも開発に成功したらしいが、こちらもプラズマ波対策は完かん璧べきじゃ。そう何発も食らえば危あぶないが、一発くらいならプラズマ波にも耐えられる。わしらが空を飛んでいたのもその装置をつけていたからなのじゃよ」

　そうこう話しているうちに、城はグングン近づいてくる。

　頃合を見計らって、玉三郎が叫んだ。




「ジャポネスガー！」




　かけ声とともに、城のパーツは次々と変形する。




　ガシィン！　ガシィン！　ガシィン！




　変形！　そして合体！

「城じよう塞さい変形合体ジャポネスガーＺ！」

　小樽たちと赤毛たちの間に、忽こつ然ぜんと巨大ロボットが出現していた。




　　　　４




「どうじゃな、小樽！」

　玉三郎が得意そうに言う。

　それに対して、さすがの小樽もついていけないという表情で言った。

「頭イタイ……」

「ん!?」

「いえいえ……」

「ともかく、雑ざ魚こはわしらにまかせておけ！」




　シャッ！




　玉三郎と梅幸が地を蹴けり、ジャポネスガーＺの肩めがけて飛ぶ。
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「テックセッター！」

「ラーサ！」

　どこかの巨大ロボットよろしく、玉三郎と梅幸の身体はジャポネスガーの肩に輝くシャチホコめがけて吸い込まれた。

　シャチホコの内部に入った玉三郎と梅幸にさまざまなコネクトケーブルが伸びてきて、接続される。

「行くぞ、ゲルマニアの奴やつらども！」




　ガァァァァァァァァァァァァァァッ！




　ジャポネスガーが咆ほう哮こうした。

「パンチロケット！」




　シュガァッ！




　ジャポネスガーの腕が飛ぶ。

　腕は地上の赤毛数十体を吹き飛ばす。

「バーストファイヤー！」

　胸からは熱光線だ。




　シュゴォォォォォォォォォォォッ！




　数万度の熱光線に赤毛たちの身体が溶けていく。

「おらっ、ブレイクサンダー！」




　ヴァヴァヴァヴァヴァヴァヴァヴァッ！




　頭部の兜かぶとからプラズマ波が飛び出し、赤毛たちの電子回路をオシャカにする。

　マンガチックな攻撃ながら、圧倒的な強さだ。

「なんでこいつを最初っから出さねえんだ!?」

　小樽が呆あきれたように言った。

　後に聞いたことだが、ジャポネスガーＺを動かすにはジャポネス中の電気が必要とか。従ってジャポネスガーの行動半径もジャポネスの周辺に限られていて、しかも時間制限があるとのことだった。

　それはそれとして──

「よし、ライム！　オレたちは敵の親玉をやっつけに行くぞ！」

「うん！」

　小樽の声に、ライムが大きくうなずいた。




　ジャポネス侵攻軍の司令部は混乱していた。

　無理もない。

　ほとんど冗談のような兵器で、侵攻軍の主力が壊かい滅めつ状態に陥おちいっているのだ。

「いったいなんだ、あれは！」

　後方に造られた司令部で、ゲッテルが怒りに顔をクシャクシャにしてわめいていた。

「ジャポネスの新兵器です。しかし、ある程度ジャポネスから離れれば、敵の攻撃はきません。おそらく、維持に凄まじいエネルギーがかかるためと考えられ……」

　副官のルーベンスの報告も、ゲッテルを落ち着かせることにはならなかった。

　それどころかゲッテルはさらなる怒りをルーベンスに爆発させる。

「私に撤てつ退たいしろというのかね！　ジャポネスの下等なる猿どもを相手に！　できん！　そのようなことができるわけがない！」

「しかし、このままでは全滅です！　一いつ旦たん後方に引いて、そこで態勢を立て直し……」

「ルーベンス！」

「えっ!?」




　パシュッ！




　突然、ルーベンスに向けられた銃口が火を噴いた。

　眉み間けんに黒穴を開け、ルーベンスは信じられないといった表情で後方に倒れた。

　他の司令部の要員たちは声もない。

「他に敗北主義者はおるか！」

　ゲッテルが拳けん銃じゆうを振りかざしながら叫ぶ。

　もちろんだれも何も言わなかった。

「では作戦を続行する！」

「閣下！」

　技術将校が飛んできて、ゲッテルに言った。

「レオパルドが一体稼働可能です」

「確かか!?」

「はっ。レオパルドなら、あの巨人の内部に入り込み、中ちゆう枢すうを破壊することも……」

「うむ。すぐにレオパルドを！」

　だが、ゲッテルのその命令は司令部に響いた別の声によってさえぎられた。

「そうはいかないぞ！」

　かわいらしい女の声だ。




　ドサッ……




　司令部の入口を警護していた赤毛が地面に倒れる。

　その向こうに、ライムと小樽が立っていた。




　　　　５




「て、敵だ！」

「警備兵！」

　司令部のスタッフが騒ぎ始める中、

「やぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　ライムは間かん髪はつ入れず、中に飛び込んだ。




　ドカッ！　バキッ！　グシャッ！




「ぐわっ！」

「うっ！」

「のわぁっ！」

　瞬またたく間に将校たちはもんどり打って倒れた。

　残っているのはゲッテルただ一人。

「あとはおめえだけだぜ！　やい、降こう参さんしろ！」

「おのれっ！」

　ゲッテルは素す早ばやく拳銃を構えた。




　ドギュン！




　が、放たれた銃弾は突進してきたライムにぶつかって跳はね返っただけだ。

「やあっ！」

　ライムが拳銃を持ったゲッテルの腕を思いっきりつかんだ。




　ゴギュッ……




「ぐわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　鈍にぶい音がして、ゲッテルの腕は本来ならば絶対に曲がらない方向に折れ曲がった。

「ぐぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ……」

　ゲッテルは腕の痛みに耐えかねて床を転げ回った。

「よおし、ライム！　よくやった！　やい陰険なゲルマニア野郎！　おめえの負けだぜ！」

　小樽がゲッテルに近づいた。

　そのときだ。




　バリィィィィィィィン！

　ドカッ！




「わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　司令部の壁をぶち破り、なにかが飛び込んできてライムを弾はじき飛ばした。

「ライム！」

「いてて……なに？」

　ライムの視界に映ったのは、一体のレオパルドだ。

「あいつ……まだ動くのか!?」

　愕がく然ぜんとした表情の小樽から言葉がもれた。

「やれ、レオパルド！　奴らを殺せ！　殺してしまえ！」




　ガシィン！




　ゲッテルの声にレオパルドが構えをとる。

　だが、そのときにはライムも起き上がっていた。

「負けないもん！」

「ライム！」

　小樽が心配そうにライムの顔を見る。

「ライム……!?」

　ライムは、思わず小樽をハッと見とれさせるほどの最高の笑みを顔に浮かべていた。

「大丈夫！　ボク、小樽を守るもん！」

　小樽に向かって、思わずウインク。

「そうさ！　ボクは小樽を守る！　だって、小樽が好きなんだもん！」

　自分に言い聞かせるように、なんどもなんども小樽への気持ちを口にする。




　ドクドクドクドクドク……




　乙女回路が猛スピードで鼓動を打ち鳴らした。

（なんだろう……乙女回路が熱い!?　力がわいてくる！）

　ライムは迫り来るレオパルドを真剣な表情でにらみつけた。

「行くぞ！」

　ライムは走った。

　レオパルドに向けて一直線に！

「…………！」

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　両者の距離が縮まっていく。

　あと五メートル……三メートル……一メートル！




　ドクドクドクドクドクドクドクドクッ！




「うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　乙女回路が爆発した……と本人には思えた。

　接触の瞬間、両者が拳を繰くり出す。

　渾こん身しんの力を込めた、必殺のパンチだ。




　ドゴォォォォォォォォォォォォッ！




　まともに二人のパンチは激突する。

「ライム！」

「なにっ!?」

　が、相手の拳を突き破り、顔面に拳をヒットさせたのはライムのほうだった。




　ゴガァン……ゴン……




　レオパルドの頭部が吹き飛んだ。

　ライムは勝ったのだ。

「バ、バカな……！　パワーではレオパルドが上のはず……！　な、なぜだ!?」

　ゲッテルは放心したようにその場にひざまずいた。

「ライム！」

「小樽！」

　ライムは小樽の広げた腕の中に飛び込んでいく。

「小樽、あのね、あのね！　乙女回路がドクドク言って、爆発したかと思ったよ！　小樽のことを考えれば考えるほど乙女回路が熱くなったんだ！」

「よくやったぞ、ライム！」

「小樽、ボクえらい!?　ボクえらい!?」

「えらいさ！」

「小樽、ボクのこと好き!?　ね、好き!?」

「ああ、大好きさ！」

「うれしいっ！」

　ライムはヒシッと小樽に抱きついた。




　ムギュッ！　……ミシッ！




「ぐわぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……ラ、ライム、身体が壊れる……」

「あ、ごめん」

　感激の抱きつきはそこまでだった。

　小樽とライムはゲッテルを見た。

　ゲッテルは放心した状態でぶつぶつとつぶやいている。

「なぜだ……なぜレオパルドが負ける!?　おまえにはそんなパワーはないはずだ！」

　小樽はそのつぶやきに答えるように叫んだ。

「ライムはな、強くなったんだ！　オレを守ろうとして！　感情が……いや、心がライムを成長させたんだ！」

「バ、バカな……たかがマリオネットが！」

「ライムはマリオネットじゃねえ！　ライムは……女だ！」

　小樽の言葉にゲッテルが愕然と顔を上げた。

「ふひひ……ひひ……」

　ゲッテルが気味の悪い笑いをもらす。

「女だと！　マリオネットを女だと！　そんなことがあるはずがない！　女はいない！　この世には女はいないのだ！」

「違う！　女はライムたちの中にちゃんといるさ！」

「黙れっ！」

　ゲッテルはなにかを吹っ切るように叫ぶと、司令部のコンソールにしがみつく。

「私は負けるわけにはいかない！　小僧、地じ獄ごくまでつき合ってもらうぞ！」

「えっ!?」

　言い終わるやいなや、ゲッテルはカバーで覆われていたスイッチを押した。




　ドガァドゴォォォォォォォォォォォォッ！




「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「小樽！」

　自爆装置が働いて、司令部が爆音とともに吹っ飛んだ。




　　　　６




　ガララ……ガラッ……




　瓦が礫れきを押しのけて小樽が真っ黒な顔を出した。

「あれ……!?」

　上空には朝日に照らされた赤い雲が広がっている。

「オレは……」

　爆発のショックか、まだ事態がはっきりとわかっていない。

　まわりを見渡すと、一面に赤毛の残ざん骸がいが放置され、ジャポネスガーＺの巨体がそびえ立っていた。

「そうか……勝ったのか……勝った!?」

　小樽の頭の中で意識がどんどん収縮していく。

（勝った……!?）

　小樽の瞳ひとみに意思の光が戻る。

「勝った！　勝ったんだ！　またジャポネスは救われたんだ！」

　ゲルマニアのジャポネス侵攻軍はジャポネスガーＺのおかげで完全に壊滅した。

　ジャポネス側の大勝利であった。

「で、オレは……オレは爆発に巻き込まれて！　あ、でも、なんで生きてるんだ!?　……あ、ライム！」

　ようやく思い立って、小樽は自分がはい出してきた瓦礫のほうを見た。

　そこには動かないライムがいた。

　小樽をかばって、爆発を一身に受けたのだ。

「ライム！」

　喜びの表情は一気に悲痛なそれへと変わる。

　小樽はライムを引っぱり出すと、ゆさゆさと揺すった。

　だが、ライムは目を開けなかった。

「ライム！　ライム！　ライム！」

　小樽はほとんど半狂乱になってライムの名を呼ぶ。

　が、反応はない。

「ライム！」

「落ち着け、小樽！」

　完全にパニック状態になりかかったとき、理性的な声が飛んで、小樽を止めた。

「！」

　振り向いた小樽の前に、玉三郎が立っていた。

「将軍様！　ライムが！　ライムが！」

「落ち着くのだ、小樽！　このくらいのことでライムは死にはしない！　急いでドクター・ローレライのもとへ！」

　玉三郎の言葉に小樽は大きくうなずいた。

　あの資料館の地下室にライムたちを運ぶんだ──と。




　　　　７




　ジャポネス歴史資料館の地下のベッドに、ライム、チェリー、ブラッドベリー、ティーゲル、ルクス、パンターの六人のマリオネットが寝かされていた。

　だが、六人ともピクリとも動かない。

　そばには小樽、玉三郎、梅幸がいる。

「よ～し、またオレが修理を！」

　小樽がいざとばかりたすき掛けをしようとするが、玉三郎が首を振る。

「度たび重なる激戦のせいであちこちに金属疲労がきておる。今度は応急修理というわけにはいかんぞ！」

「そ、そんなぁ……じゃあどうすれば！」

「落ち着け、小樽！　ここはドクター・ローレライにまかせるのだ！」

「えっ!?　ローレライ？」

「ドクター・ローレライ！」

　玉三郎が壁に向かって呼びかけた。

　するとどうだ。




　ビカァァァァァァァァァァァァッ！




　前と同じく、壁から光の玉が現れ、そして、その中にあの肖像画の少女──ドクター・ローレライの姿が！

「はぁ～い、このローレライちゃんを呼んだのはだれかなぁ？」

　あいかわらず、姿に似合わぬ軽いノリであった。

「ひさしぶりじゃな、ローレライ」

「えっ!?……ん？　姿は違うけど……ひょっとして家いえ安やす？」

「そうじゃ？」

　立体映像のローレライと玉三郎はしばらく見つめ合っていたが、やがてローレライが今までにないほどのやさしい笑みを浮かべた。

　見ていた小樽のほうがドキッとした。

　それはあの肖像画の、神秘的な、人をとらえて放さない笑みだったからだ。

「ひさしぶりですね、家安」

　ローレライはガラリと口く調ちようを変えて言った。

　玉三郎が思わず吹き出す。

「ローレライ、昔のようにそんな猫をかぶらなくともよいよ。ここにはわしらしかおらんのじゃから」

「そうなん？　じゃあ、そうさせてもらうわ！」

　またもガラッと口調が変わる。

　どうも関西弁のこちらのほうが本性のようだ。

「まったく、おぬしは変わっとらんのう」

「えへへ……あたしのオリジナルは相当オチャメだったみたいやね」

「オリジナル？」

　小樽が不思議そうな顔でつぶやく。

　それを聞いて、玉三郎が言った。

「このローレライはな、今のわしと同じく思考パターンのコピーじゃよ」

「え!?」

「もっともコピーされたのはオリジナルの一部なんや」

　ローレライもあっけらかんと言う。

「え、え？」

「つまり、不完全なローレライってことやね。オリジナルの考えていたことも、少ししかわからへん」

　しばらく怪け訝げんな表情をしていた小樽だったが、やがて、いきなりガバッとその場に土ど下げ座ざした。

「ローレライさん、コピーされたの一部だとしても、マリオネットの修理はできますよね！　お願いです！　彼女たちを助けてください！」

　小樽は必死の表情で叫んだ。

　ローレライは黙って、そんな小樽と寝かされているライムたちを見比べている。

「あんた、この子たちの主人やね」

「は、はい！」

「ほんまにええ主人を持ったようやね。マリオネットのために真剣になれる……。あんたならオリジナルのもとにたどりつけられるかもしれん」

「えっ？」

「修理のほうはまかせな」

　言うやいなや、壁や床から無数のマジックハンドが飛び出してきた。

「しばらく待ってな」

　マジックハンドは六人のマリオネットに向かった。




　数時間後──

「ありゃ、ここは……？」

「あ、マスター！」

「あたしたちは……？」

「どうやら助かったみたいだな」

「あのときの研究室か……」

　修理の終わったマリオネットたちが目を覚ます。

「やった！」

　小樽は感動のあまり、顔をクシャクシャにして喜んでいる。

　だが、その喜びの表情がすぐに怪訝な表情に変わった。

　一人だけ目を覚まさないのだ。

「ライム……？」

「それがおかしいんや。この子、目を覚まさへん。ひょっとしたら、乙女回路自体に異常が……」
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「えっ!?」

「もしそうなら、オリジナルでないと無理や」

「そんなぁ……！」

　小樽はまだ横になっているライムのもとに歩み寄った。

「ライム……」

　ライムは幸せそうに笑みを浮かべたままだった。

　あのとき、小樽を守ることができてよほどうれしかったのだろう。

「ライム……」

　小樽はそっとライムに手をふれた。

　そして、ゆっくりとライムの身体を抱く。

「ライム……ごめんな」

　他のマリオネットはだれも声を出さなかった。いや、出せなかった。

「ライム……」

　小樽は涙を流していた。

「オレがいながら、おまえを守ってやることができなかった……ごめんな、ライム！　ごめん！」

　小樽はライムを抱きしめ、ゆっくりとキスをした。

　そのとき、奇跡が起こった。




　ドクドクドクドクドク……




「えっ!?」

　乙女回路の鼓動が響き、ライムがパッチリと目を開けたのだ。

「ライム……!?」

「小樽？　あ、小樽だぁ！　小樽、大好き！」

　今度はそのままライムのほうから小樽にキスをする。

「小樽！　わーい、小樽！　小樽！」

「ライム！　ライム！」

　小樽の目からふたたび涙が流れる。しかし、今度のはうれし涙だった。

「小樽ぅ！」

　なおもキスをしようとするライムだが、無数の腕が出てきて、小樽から引っぱがされる。

　チェリーにブラッドベリー、さらにはティーゲルたちまでが怖い顔でライムをにらんでいた。

「ライム、抜け駆けはだめよ！」

「まったくあんたときたら！」

　ライムが不思議そうな顔で言った。

「チェリーとブラッドベリーはわかるけど……なんでティーゲルたちまで？」

「えっ!?」

　ライムの問いかけに、ティーゲル、パンター、ルクスは自分でも不思議だといった表情をする。

　が、次に小樽を見て、赤らんだ頰ほおがすべてを物語っていた。

「おまえら……」

　チェリーとブラッドベリーが怒ってなにかを言おうとしたとき、それをさえぎって、ローレライが口を開いた。

「あんたら、この男の子が好きなんか」

　ライムが元気に答える。

「うん。チョー好き！」

「その気持ちを大たい切せつにせえや。その気持ちを育てていけば、いつか本当の女になれる」

「えっ!?」

　五人のマリオネットは驚いたように思わず声をあげた。ライムだけがよくわかっていないらしく、ハテナ顔をしている。

「オリジナルのもとに行くんや。そこにすべての答えがある」

　マリオネットたちは大きくうなずいた。ライムもつられてうなずいていた。

「じゃあ、またな」




　シュォォォォォォォ……




　それだけ言うと、ローレライはゆっくりと消えていった。




　　　　８




　小樽と、ライム、チェリー、ブラッドベリーの四人は、小樽の長屋に向かって歩いていた。

　玉三郎に城に来いと言われたが、小樽は丁てい重ちように断った。ひさしぶりに自分の部屋に戻りたかったのだ。

「一いつ緒しよにうちの長屋へ来いよ。せまいけど」

　ティーゲルたちも誘ったが、彼女たち三人は首を振るばかりだった。

「おまえたちと私たちはもともとは敵……ファウスト様に捨てられたからといって、すぐにそちらに鞍くら替えすることはできぬ」

　三人はいずことなく去っていった。

「マスターは人が良すぎますわ」

　道すがらチェリーが言った。

「えっ!?」

「セクサドールズのことです」

「でも、彼女たちも行くとこないみたいだし……」

　ブラッドベリーもチェリーに加勢して言った。

「小樽、あいつらはあんたを殺そうとしたこともあったんだぜ！　そんな奴らとは一緒にいられないよ！」

「う、うん……」

　チェリーもブラッドベリーもいつになく強硬だった。

　その裏にある想おもいはただ一つ──

（これ以上、恋敵ライバルを増ふやしてたまるか！）

　ただ一人、ライムだけがなんの気なしに言った。

「でも、大勢のほうが楽しいのに」

「ライム！」

「いた！」

　たちまちチェリーとブラッドベリーから頭をポカッとやられてしまうライムだった。

　そうこうしているうちに、小樽の長屋が見えてきた。

「ふう、戻ってきたぜ」

　小樽の長屋は戦火を逃のがれたらしく、元のままだ。

「勝手知ったる楽しい我が家……ん!?」

　小樽が家に入ろうとすると、中から悲ひ鳴めいが聞こえてきた。

「わーっ、今やる！　今やるよォ～」

　それは花形の声だ。

「あれ？　花形が来てるのか？」




　ガラッ！




　小樽が扉を開け、中に入る。

　と、そこに見たものは──

「やあ」

　ちゃぶ台に座すわってご飯を食べるティーゲル、ルクス、パンターの姿だった。

　そばでは花形がおさんどんさんの格好をさせられ、飯めしを運ばされている。

「わ～ん、小樽くぅ～ん！」

「おめえさんたち!?」

「やっぱ、行くとこないから、ここに世話になることにしたわ」

「あらら……！」

　あっけらかんとしたティーゲルの言葉に、小樽も、三人のセイバーマリオネットも思わずズッこけた。
















転章　約束のカナーンの地









「この六つの場所に都市の建設が可能だ」

　ファウストの言葉に全員がうなずいた。

　家いえ安やす、ジョイ、王おう、アレク、ヴィレイ。

　全員、すでに髪に白いものが混まじっている。

　クローン技術の封ふう印いんを解といてからすでに三〇年。テラツー全体の人口はすでに千人を超こえていた。

　稼働しているマリオネットの数はおよそ五万体。

　ようやく新たな開かい拓たくを開始するときが来たのだ。

「これらの場所は地下のプラズマ層の影響をあまり受けない。我々一人一人がこのそれぞれの地に都市を……いや、国を建国する」

「長かったな……」

　ヴィレイがポツリと言った。

「この星にたどりついて四二年か……」

　ここまでの長い月日は、彼らの間に大きな考え方の違いを生んでいた。

　すでにクローンによって人口が増ふえている今となっては、彼らそれぞれが国を建国することは当然の方向性であった。

「我が国はゲルマニアと称す」

　ファウストが言った。

「私の国はペテルブルク」

　とアレク。

「私はロマーナとしましょう」

　とヴィレイ。

「オレはニューテキサスだな。故郷の名前をやっぱり入れたいぜ」

　そうつぶやくように言ったのはジョイ。

「私は自分の国を西安と名づけます」

　王が言う。

　最後に家安が全員の顔を見つめ、言った。

「わしはジャポネスを建国することにしよう……。ただ一つ、理想論と笑われるかもしれないが、覚えておいてくれ。クローンごとに六つの都市に分かれても、それはかりそめの姿に過ぎないということを」

「…………」

　全員、家安の言葉になにも答えなかった。

　家安自身も言ったように、それは理想論……今から新たな土地を開拓に向かう彼らの頭の中にそういう思いがあったのも事実だった。

　だが、次の家安の言葉に全員がハッと顔をあげた。

「ローレライがそれぞれの都市に贈り物をするそうだ。見事に都市が完成した暁あかつきには」

「贈り物!?」

「それは……？」

　訝いぶかしがる五人の顔を見て、家安はニコッと笑う。

「道みち標しるべ……」

　家安はただそれだけしか言わなかった。




　テラツー暦れき四三年。

　ゲルマニア、ペテルブルク、ロマーナ、西安、ニューテキサス、ジャポネスの六つの都市が建設される。

　テラツーは新たな時代を迎えようとしていた。


《『セイバーマリオネットＪ・第二巻』完　第三巻に続く》









　物語終了時におけるジャポネスティックな座談会Ⅱ








花はな形がた「ちょっと、ちょっと、ちょっと、小お樽たるクン、どういうことだい、これは!?」

小樽「なんだ、なんだ、花形、いきなり？」

花形「なんてことだい、ポンコツがいきなり三体も増ふえちゃったじゃないか！　あー、またこれで小樽クンとボクの愛の生活が邪じや魔まされる！」

ブラッドベリー「だれとだれの愛の生活だって！　この変へん態たい！」

チェリー「マスター、そんなババッチイのとは早く離れてください。ビョーキがうつりますよ！」

ライム「こらーっ、小樽はボクんだぞ！」

花形「出たな、元がん祖そポンコツ！」

セイバーの三人「なんだと！」

小樽「まあまあまあ、みんな、待った。花形、その増えた三体って？」

花形「それは……ああっ、来た！」




　　　　ＳＥ（かっこいい音楽がかかって）




ティーゲル「ティーゲル！」

ルクス「ルクス！」

パンター「パンター！」

三人で「三人そろって、セクサドールズ！」




　　　　ＳＥ（ババ～～～ン！）




チェリー「出たわね、年とし増ま女おんな！」

ライム「年増！　年増！」

ティーゲル「キーッ、だれが年増だって！」

パンター「憎ったらしいガキどもだね！　ぶち壊してやろうかい！」

ルクス「ホント」

ブラッドベリー「やろうってのかい！　いつだってやってやるよ、あたしゃ！」

小樽「待った、待った、待った！」

ブラッドベリー「止めないでおくれ、小樽！　こんなヤツラ！」

小樽「だから待った！　一応、作者の話だと、この後はこの六人で行動していくみたいだから、仲良くやってよ」

セイバー三人＆セクサ三人「えーっ、こいつらと！」

花形「ちょっと待った！　ということは、やっぱりボクらの愛のおじゃま虫が三人増えるってこと!?」

ブラッドベリー「おい、おまえたち！」

ティーゲル「なんだ!?」

ブラッドベリー「一つ聞いておくけど……小樽のこと、どう思ってるんだよ！」

ティーゲル「（なぜか顔が赤く）うっ！」

ルクス「（なぜか顔が赤く）えっ!?」

パンター「（なぜか顔が赤く）おっ!?」

チェリー「やっぱり！」

ライム「わーい、小樽、モテる、モテる！」

小樽「あははははは……」

ブラッドベリー「こら、バカライム！　ともかく、これ以上、ライバルが増えるのはごめんだよ！　あんたら、さっさとどっかにお行き！」

ティーゲル「はん。あたしらだって、あんたらの顔なんか見たかないさ！」

パンター「しかし、行くところがないから、しかたなくあんたらのところにいてやってるんだよ！」

ルクス「ありがたく思ってくださって結けつ構こうよ」

チェリー「キーッ、なんてずうずうしい言い方！　マスター、さっさとこんな連中、叩たたき出しちゃいましょうよ！」

小樽「まあまあ……行くところもないって言うし」

ティーゲル「小僧……いや、小樽、あんたはいい子だねぇ。あたしが後でたっぷりサービスしてあげるからね」

パンター「乳ちち臭くさいガキどもじゃおもしろくないだろ。あたしがもっとめくるめく快楽を教えてやるよ」

ルクス「大人の恋、したくない？」

小樽「あ、いや、その……」

ブラッドベリー「あんなヤツラより、あたしのほうがいいよね！　ね！　ね！」

チェリー「マスター、あたしがついてますわ！　あたしを選んでくださいね！」

ライム「小樽はボクのことが一番好きなんだよねぇ！」

小樽「あー、そのー……（Ｍで）なんか、オレ、死ぬほど幸せな環境にいるんじゃなかろうか……」

花形「小樽クン、ありがとう、最後にボクを選んでくれて」

全員で「おまえは引っ込んでろっ！」




　　　　ＳＥ（ドカッ、バキッ、グシャッ！）




花形「きゃい～ん！」




あかほり「そういうわけで、次巻は六人による小樽の争奪戦になります。……うらやましい……」









　あとがき




　なんとか、『セイバーマリオネットＪ』の第二巻をここにお届けすることができました。

　まずはめでたし……と行きたいんだけど、実はちょっと悩んでいたりするのだ。

　ストーリーを進めるのに性急になりすぎて、各キャラクターの掘り下げがうまくいってないのではないだろうか、と。

　ボクの頭の中では、ライムもチェリーもブラッドベリーも、ティーゲル、パンター、ルクスに至るまで、完かん璧ぺきにできあがっているのだが、作家の悪い癖くせ……ついついそれが読者のほうでもオッケー状態と勘かん違ちがいしてしまったのだ。

　その結果、キャラクターで一番わかりやすいのは花形という、極きわめて不本意な状況が現出してしまった。

　これはまずい。

　というわけで、次の第三巻はストーリーの流れを少し止めてでも、徹底的に各キャラクターを掘り下げます。

　具体的には、セイバーの二人ぐらいずつを主役にしてでも。

　第三巻まで書き終えれば、セイバーの基本的世界はなんとか認にん知ちされるだろう！

　ね、ね。




　ここまで言ったんだから、ついでにセイバーの今後について少し思っていることを。

　まず、この『セイバーマリオネットＪ』はラジオドラマ化するつもり。

　キャスティング等は未定なんだけど、『Ｒ』とはあまり変えたくない……というか、『Ｒ』と全部同じでいいんじゃないかと思ってる。

　セイバーワールドというのは、バラバラであって、実は統一されている……なんてのの象徴にもなるしね。

　あと、この本が出る同じころに出ていると思うんだけど、『セイバーマリオネットＲ』のほうの小説もよろしく！　ボクの原案をうちの事務所の長谷川勝己クンが必死こいて書いてくれたのだ。決して損はさせない内容だよ！

　セイバー関係の本といえばもう一冊。『セイバーマリオネットＪ』のＴＲＰＧ本も発売される。ここには『Ｊ』の面々も出てくるから、ぜひ期待してチョンマゲ！

　さて、それでは今回もいろいろとお礼を。

　連載時にいつも苦労していたドラゴンマガジン編集部のＭ山クン。ありがとう。身体壊さないでね。

　文庫化に際して、ご苦労をかけたドラゴンマガジン副編集長のＳ沼さん。これからもご迷惑かけます。

　文庫編集長のＯ川さん。あいかわらず遅ち筆ひつですんません。

　ドラゴンマガジン編集長のＹ田さん。一いつ緒しよに、さらなるセイバーのメディア化を進めましょうね！

　そして、そして、表紙と挿さし絵を担当してくださったことぶき先生、ホントに、ホントにありがとうございました。

　ファンのみんな、セイバーにはまだまだつき合ってね！





一九九五年七月　あかほりさとる






【追伸】〝あかほりさとる大感謝祭〟なるものが角川で開催されるらしいぞ！　結構、無む謀ぼうかもしれない……。




【追伸の追伸】未いまだに出ていない『ビースト三獣士』第三巻。すべては私の責任です。すいません、すいません、すいません、すいません、すいません、すいません、すいません、すいません、すいません、すいません、すいません、すいません、すいません、すいません、すいません、すいません、すいません、すいません、すいません、すいません。




【追伸の三乗】長らくお待たせしてしまいました、『あぶらみぶらざあず』のＣＤが、まもなく発売されます。たぶん、一九九五年一〇月と一一月に《赤版》《黒版》と発売になるでしょう。これは絶対に買いだ！　あかほりギャグの集大成だ！




【追伸の四乗】こうなったら血吐いても仕事するぞーっ！（ヤケ）
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